
古層の神名「ち」「け」「そ」「くい」　　　　2020.9 藤代歴史愛好会（石山博）
　私は「人話と神人話と神話」の中で、“人類は永い無神時代を経ていた”。
だからその時代には「神話」はなかったあえて言えば人話　「人の話」「人話の数十万
年」が過ぎた。　それは「神無き説話」で、つまり「人話」であった。それからやがて
「神人話」の時間帯がやってきた。それで最後に「神話」の段階がきた。
　この点は、ヨーロッパ、アメリカ、ロシアを含めて、神話学では「人類は神話から始
まった。」と皆そういう処理をしていますが。それは違う、という話になってきます。
この論理がもし間違っていなければ、今までの神話学はあやまりであって、「神話は新し
い。人話が古い」ということになってくる訳です。　と記述しました。
下記のホームページ「 日本古代史の謎」の「人話と神人話と神話」を参照ねがいます。

次に一部を記述します。
（〜略）
神生み神話について
　じつは『日本書紀』の中に、これと同じテーマが存在します。それは「神生み神話」と
いう言いますか。「国生み神話」ということばは皆さんよくご存知ですが。ところが『古
事記』『日本書紀』の「国生み神話」の前に、神様が次々生まれるという神話があります。
　これは名前がないので、仮に「神生み神話」とさせていただきました。
この神の生れるタイプは三つのタイプにわかれている。三つしかタイプはないんです。
①一つは神様が一柱生れたというタイプ。
これは（第五）一書で、終りから二つ目のところにあります。
一書に曰はく、天地未（いま）だ生らざる時に、譬（たと）へば海上に浮べる雲の根係
（かか）る所無きが猶（ごと）し。其の中に一物（ひとつのもの）生（な）れり。葦牙
（あしかび）の初めて[泥/土]（ひぢ）の中に生（おひい）でたるが如し。便（すなは）ち
人と化為（な）る。國常立尊と號（まう）す。
[泥/土]（ひぢ）は、泥の下に土、JIS 第３水準、ユニコード番号 57FF
これは国常立が一神現われたという、このスタイル一つだけ。
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②次は二神が現われたというタイプが二つあります。
一つは（第三）一書、これも読んでみます。
一書に曰はく、天地（あめつち）混（まうか）れ成る時に、始めて神人有す。可美葦牙彦
舅尊（うましあしかびひこぢのみこと）と號す。次に國底立尊（くにのそこたちのみこ
と）。彦舅、此をば比古尼（ひこぢ）と云ふ。
これは二神が現われたというタイプ。
もう一つ（第四）一書も二神が現われたというタイプ。
③あとは三神タイプが全部。本文がそうです。
それから（第一）一書、（第二）一書、（第四）一書の方は二つに分かれてその後半、
『古事記』もこれと同型です。それで（第六）一書、みんな三神が現われている。神様の
名前は違うが三神が現われたというタイプ。
この三種類しかない。四神・五神が現われたというタイプはないんです、「最初に現われ
た」という形ではありません。
（略〜）
（従来は、上記のアンダーラインのところを全て神と解釈して、読んでいました。）
　　
　このように、日本書紀で神が生まれるのは「①人→②神人→③神」の順である。　　　
すなわち歴史書的に云うと「①人話→②神人話→③神話」の順と云えます。

　さて、その神話の中でも、「カミ」よりも更に古い「ち」「け」「そ」「くい」と言わ
れる古層の神名があることが報告されています。
「ち」の神様
白川靜氏の研究によりますと、『史記』に「魑魅（ちみ）を御（ぎょ）す」とありますが、
この魑魅とは「魑魅魍魎（ちみもうりょう）」の魑魅です。これは『古事記』『日本書
紀』の神名に見える「ち」と「み」ではないかということです。
　神様の名前には、イザナミやオオヤマヅミのように「み」を名乗る神様と、ヤマタノオ
ロチ、テナヅチ、アシナヅチ、オオナムチ、ミズチのように「ち」を名乗る神様があり、
「ち」が「み」よりも古層の神名であることが、先学の研究により明かとなっています。
この「ち」と「み」が魑魅の語源と共通するのではないかということなのです。
　ですから「魑魅を御す」とは東夷の神々とそれを祀る民を服属させたという意味がある
のではないかと考えられます。ところが、先の白川氏の研究によれば「御」の本来の字義
は「祀る」とのこと。とすれば、「魑魅を御す」とは東夷の神々を祀ったという意味にも
とれます。日本列島の神名と思われるものが中国史書に現れるという、面白いテーマでは
ないでしょうか。
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解説：白川 静（しらかわ しずか、1910 年 4月 9 日 – 2006年 10月30 日）は、日本の漢文
学者・東洋学者。学位は文学博士（京都大学）。立命館大学名誉教授、名誉館友。福井県
福井市出身　　　出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』
解説：魑魅　　　史記　五帝本紀第一（舜帝）  
　原文：舜賓於四門、乃流四凶族、遷于四裔、以御螭魅。
　（舜、四門に賓し、すなわち四凶族を流して、四裔に遷し、もって螭魅を御ふせぐ。）
訳：『史記』五帝本紀の舜の事績を述べているところで、「舜は凶悪な四家系の者どもを
流刑に処して四方の辺境に移し魑魅（山林中にいる怪物、人に害をする）を防がせました
「け」の神様
「ち」の神様と同様に、あるいは更に古い神名に「け」の神様があります。
オバケ、モノノケや『東日流外三郡誌』に見える津保化族のツボケも「け」の神様と思わ
れます。「ボケ」とかの罵倒語もこの「け」の神名に由来するのではないでしょうか。
すなわち、侵略された側の古い神々が差別され、罵倒語として侵略者の側で使用されると
いうケースです。もしかすると、ホトケという言葉も仏教伝来時に異国の「陰神」という
意味で日本列島側で付けられた名称かもしれません。
解説：『東日流外三郡誌』（つがるそとさんぐんし）は、古史古伝の一つで、古代におけ
る日本の東北地方、特に現在の青森県のほか岩手県、秋田県を含む北東北などの知られざ
る歴史が書かれているとされていた、いわゆる和田家文書を代表する文献。
出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』　内容は資料編を参照のこと。
　この神様を「け」と呼んだのはどのような人々でいつの時代でしょうか。北部九州で縄
文水田を作った人々ではなかったでしょうか。というのも、有名な北部九州の縄文水田に
菜畑遺跡（唐津市）と板付遺跡（福岡市博多区）がありますが、どちらもナバタケ、イタ
ヅケと「け」がついています。また、同じく縄文水田の有田七田前遺跡が近隣にある吉武
遺跡群（弥生の宮殿や最古の王墓・福岡市早良区）もヨシタケで「け」がついています。
　これらは偶然でしょうか。そうではなく、「け」の神様を地名にもった地域で縄文水田
が作られたと考えるべきではないでしょうか。もし、この推測が正しければ、縄文水田の
神々は「け」の神様だった。そうならないでしょうか。
「そ」の神様
「ち」や「け」の神様と共に、古田武彦氏は「そ」の神様の存在も提起されています。
阿蘇山や浅茅湾（対馬）、木曽などの地名に残っているアソやキソ、熊襲のクマソなどが
その例として上げられています。特にアソやアソウの地名は全国に多数有ります。
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この他にも、「社」の読みにコソがあり、姫社（ヒメコソ）などの例が著名です（『肥前
国風土記』）。ちょっと汚い例ですがクソも、この神名に関係ありそうです。
解説：古田 武彦（ふるた たけひこ、1926年（大正15 年）8月 8日 - 2015 年（平成 27
年）10月14日[1]）は、日本の思想史学者・古代史研究家。元昭和薬科大学教授。専門は
親鸞等の中世思想史だが、むしろ古代史研究において著名である。
出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』
　ただ、この「そ」の神様の場合、「ち」や「け」と異なって、はっきりと「?ソ」とわ
かる形で神名に残されていないように思います。逆に言えば、それだけ古い神様なのかも
しれません。
　この「そ」の神名、それは、日本の古称の一つである扶桑もフソという神名が語源では
ないか。古代日本列島の人々がフソと神様を呼んでいたのを中国人が聞いて、扶桑という
漢字を当てたのではないでしょうか。
　ところで、「そ」の神は、延喜式を見ただけでも、「ひめこそ」神社のほかに、「はむ
こそ」神社、「あまみこそ」神社、「いそ」神社、「をこそ」神社、「そらひこ」神社な
ど、たくさんの「そ」の神がいると思います。
　人名では、ヤマトトトヒモモソ姫が著名ですが、そのほかにも孝昭天皇の皇后に世襲足
姫（ヨソタラシ）という人がいて、瀛津世襲（オキツヨソ）の妹とあり、崇神紀に蘇那曷
叱知（ソナカシチ）、景行紀に神夏礒媛（カムナツソ）、神功紀に葛城襲津彦（ソツヒ
コ）、推古紀に蘇因高（ソインコウ）、そしてもちろん蘇我氏。変わったところでは、筑
前国嶋郡川辺里戸籍の冒頭に、卜部乃母曾（ノモソ）がいました。なお、「続日本紀」
（天平十一年正月ほか）に「倭武助」という人の「やまとのむそ」という読みがあります。
解説：延喜式（えんぎしき）は、平安時代中期に編纂された格式（律令の施行細則）で、
三代格式の一つである。三代格式のうちほぼ完全な形で残っているのは延喜式だけであり、
細目まで規定されているため、古代史の研究のうえで重視されている。全 50巻。
　巻 8に祝詞を掲載。巻 9・10 は神名帳（神社の一覧表）となっていて、祈年祭で奉幣を
受ける 2861社の神社が記載されている。延喜式神名帳に記載があるのは当時朝廷から重
要視された神社であり、一般に式内社と言って社格の一つとされたが、現在では消滅した
り不明となっている神社も多い。出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』
解説：三代格式（さんだいきゃくしき）とは、平安時代に編纂された弘仁格式、貞観格式、
延喜格式の三つの格式（律令の補助法令）の総称である。
出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

4



　『延喜式』の式内社に新具蘇姫命(にいぐそひめのみこと)神社があり、所在地は石見の
国、島根県大田市川合町です。同町には石見国一ノ宮の物部神社もあり、古代より当地の
中心地だったことがうかがわれます。
　現代の感覚でいえば、お姫様の名前に「にいぐそ」はないと思いますが、逆にそれだけ
古い神名である証拠ではないでしょうか。おそらく、「にいぐそ」とは新しい糞という意
味ではなく、新しい「ぐ」の「そ」の神様のように思われます。「ぐ」の意味はわかりま
せんが、「かぐつち」や「香具山」と共通する「ぐ」という何らかの概念があったので
しょう。
　新具蘇姫命はこの神社にしか祀られていないとのことで、たぶん在地の主神だったと思
います。もしかすると石見国を代表する古い神様だった可能性も否定できないと思います。
しかも女性の神様ですから、縄文時代にまで遡れるかもしれません。
　そうでなければ、一ノ宮の物部神社の近くで、こんな名前の「そ」の神様が祀られ続け
てきた理由がわかりません。物部神社よりも古い神様だと思います。さらにいえば、物部
神社とも何らかの関係があったのではないかと想像されます。
　「そ」の神様については、『古事記』の大国主神話（因幡の白兎説話など）の中に登場
する八十神が「そ」の神様ではないかと気づきました。『古事記』では大国主のたくさん
のお兄さんたちとして扱われていますが、本来は「そ」の神様である八十神と「ち」の神
様であるオオナムチとの出雲・因幡の争奪戦争だったのです。
　ちなみに、この説話では大国主とはよばれずにオオナムチの名前で八十神と争っていま
す。すなわち金属器以前の時代に起こった「そ」の神様の文明圏と「ち」の神様の文明圏
の衝突の伝承が、古事記に大国主神話として盗用されていたと思われます。
　それでは八十神の本拠地はどこでしょうか。これもひょんなことから判明しました。
苗字にも八十があったのです。そこで、電話帳で八十さんの分布を調べました。
そうしたらなんと、姫路市に集中分布していました。出雲や因幡にはほとんどありません。
　念のため『播磨風土記』を調べたところ、印南郡益気（やけ）の里の斗形（ますがた）
山の記事に「石の橋あり。伝えていへらく、上古の時、此の橋天に至り、八十人衆、上り
下り往来ひき。故、八十橋といふ。」とここに八十がありました。現在もこの八十橋の伝
承地があります。益気（やけ）の里の「や」も八十の「や」と関係ありそうです。
解説：『播磨国風土記』（はりまのくにふどき）は、奈良時代初期に編纂された播磨国の
風土記である。平安時代末期に書写された写本が国宝に指定されている。『播磨国風土
記』は写本が残されている五つの風土記のうちの一つであるが、『出雲国風土記』のよう
に完本に近い形で残されているわけではない。播磨国の総説、明石郡の全体、加古郡の冒
頭、赤穂郡の全体が欠落している。出典: フリー百科事典『ウィキペディア』
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　また、揖保川下流には八十大橋もあります。従って、播磨の地には八十が古代から地名
などで存在していることから、苗字の八十さんが姫路市に集中分布しているのも偶然の一
致とは考えられません。播磨が八十神の本拠地だったのです。
　こうした視点から、先の『古事記』の神話を見直したとき、播磨の八十神と外来勢力で
あるオオナムチとの出雲・因幡争奪戦という構図が明確に浮かび上がってくるのではない
でしょうか。そうするとオオナムチの本拠地はどこでしょうか。それはこれからの研究課
題です。
「くい」の神様
　大山咋や三島溝咋など「くい」を持つ神名もあります。地名などにも羽咋・名久井岳・福
井・鯉喰などがあります。この神名クイは大陸側にいるクイ族との関係が考えられますが、
古代日本列島と大陸との交流が頻繁だった証拠かもしれません。
解説：クイ族（読み）クイぞく　出典：ブリタニカ国際大百科事典 小項目事典の解説
タイ語ではソアイ Soaiという。北東タイからカンボジアにかけての丘陵に住むモン＝ク
メール語系民族。人口は 60 万人以上と推定される。かつては鍬耕作による焼畑農耕が生
業の中心であったが，現在は大部分が水稲耕作を行い，象狩りや鉄鍛冶にたずさわる者も
ある。在来の精霊信仰に仏教が大きく浸透している。
解説：…チャム族はイスラム教徒であるので，クメール･イスラムと呼称される。少数民
族としては，ラタナキリ高原のプノン族，スティアン族，ダンレック山地内のクイ族，カ
ルダモーム山脈のポー族などがいる。これら山岳民族はクメール･ルー Khmer Lou(高地ク
メール族)と呼ばれ，採集狩猟，焼畑農業により生活している。…
世界大百科事典内のクイ族の言及【カンボジア】より
　この神名「くい」についは、そのおり、当時サリン事件などで話題となっていた某宗教
団体の施設がある上九一色村（今は変更されてありません）について、古田武彦氏がこの
村名はカミク・イッシキ村ではなく、カミ・クイ・シキ村であり、クイを含んだ名称ではない
だろうかと考えていたそうです。　
坐摩神社の「くい」神
　大阪市中央区久太郎町に、坐摩神社という神社があり何と読むのかわからず、由緒を調
べました。それによると、「いかすりじんじゃ」と読み、通称「ざまじんじゃ」と記され
ていました。御祭神は次の五柱で、
  生井神・いくゐのかみ　　  福井神・さくゐのかみ　　　  綱長井神・つながゐのかみ
  波比岐神・はひきのかみ　  阿須波神・あすはのかみ
　最初の三神はいわゆる「くい」神のようです。綱長井神はおそらく「つのくい神」が本
来の名称で、後に「つながい」に変化したものと思われます。というのも記紀神話で「い
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きくい」と「つのくい」がセットで現れる場合があり、西井健一郎さん（古田史学の会会
員・大阪市）の説によれば、これは壱岐・対馬に由来する「くい」神であり、かなり古層に
位置する神となります。
    坐摩神社は『延喜式』にも見える古社であり、摂津国西成郡の大社とされ、豊臣秀吉の
大阪城築城にともない現在の場所に移転されたとのことです。
    この「くい」神の淵源は少なくとも弥生時代まで遡りますので、この地に弥生時代から
存在していた神とすれば、滅ぼされた銅鐸王国の神々だった可能性があります。すなわち、
「くい」神は銅鐸圏の神だったのではないかと想像しています。
    天孫降臨以来の倭国に滅ぼされた銅鐸圏（狗奴国）にも自らが信仰する神々や祖先神話
があったはずです。その伝承は既に失われているのですが、坐摩神社のような「くい」神
を御祭神として祀る神社を探ることで、その実態が解明できるかもしれません。
銅鐸については、ホームページ「 日本古代史の謎」の「銅鐸（どうたく）について考え
る」を参照ねがいます。
「くま」の神様
　神名「くま」について、久留米市には神代と書いてクマシロと読む地名があります。
クマという音に神という字を当てられていることから、神様のことをクマと呼んでいた時
代や人々のあったことがうかがえます。
　地名でも熊本や球磨・千曲・阿武隈・熊毛・熊野などその他多数のクマが見られます。これ
ら全てが神名のクマを意味していたのかは判りませんが、球磨や熊本などは熊襲との関係
から、神名のクマの可能性大です。
　とすれば、熊襲の場合、クマもソも古層の神名となり、これはただならぬ名称ではない
でしょうか。記紀では野蛮な未服の民のような扱いを受けていますが、実はより古い由緒
有る部族名のように思われます。
『日本書紀』神功紀には千熊長彦や羽白熊鷲などクマのつく人名が見えます。これらも神
名クマに由来していたのではないでしょうか。
　このように考えてみると、球磨川は神様の川となり、熊笹は神様の笹、動物の熊は神様
そのもの、ということになるのかも。
解説：千熊長彦（読み）ちくま ながひこ　デジタル版 日本人名大辞典+Plusの解説　「日
本書紀」にみえる新羅(しらぎ)(朝鮮)への使者。武蔵(むさし)の人という。神功(じんぐう)
皇后摂政 47 年新羅に貢物をうばわれたという百済(くだら)(朝鮮)使の言い分をたしかめる
ためつかわされる。49 年新羅を討ち,百済王に今後の朝貢をちかわせた。51年にも百済に
派遣され,翌年帰国した。
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解説：「羽白熊鷲（はじろくまわし）の碑」は、朝倉市の矢野竹地区にある碑で、古代郷
土に一世を風靡した人物として羽白熊鷲を顕彰し、平成 14年に建立されたものです。記
述によると羽白熊鷲は、古代の筑紫の国に名をはせた部族の長で、翼があり高く飛ぶこと
ができる強健な人物といわれています。仲哀（ちゅうあい）天皇の時代に天皇の命に従わ
ず、人々を苦しめる存在だったため、後に仲哀天皇の后である神功皇后が羽白熊鷲を討ち
ました。皇后が、「熊鷲を討ちて我が心安し」と言った事から、当地の地名が安（夜須）
となったとも伝えられます。一方で、郷土の人々は地元豪族であった羽白熊鷲の勇姿を称
え、碑を建立したといわれています。案内板の付近にある、古墳のような盛り土は、羽白
熊鷲の墓ともいわれています。
富士山の「ふじ」の意味と語原について、
　「ふ」は「生む・生まれる」の意味ではないでしょうか。というのも、なぜ 「ふ」に
「生」の字が当てられているのだろうかと不思議に思っていたのです。もしかすると古代
日本語で「生む」「生まれる」「生きる」という意味で「ふ」 という言葉があり、その
音に漢字を当てる際に「生」の字が選ばれたのではないかと考えました。
　日本古典文学や言語学の研究者にとっては周知のことかもしれませんが、古代日本語の
「ふ」という音の意味に「生む」「生きる」という意味があったとすれ ば、富士山の
「ふじ」とは「生む（ふ）」「古い時代の神様。じ（ぢ）」の合成語で「創造神」あるい
は「生きている神（現人神）」ではないか考えます 。
　この欠点は、富士山の富士は「ふじ」であり、「ふぢ」ではないということです。
　ただ『日本書紀』などにも「じ」と「ぢ」が混用されている少数例もあるので、可能性
のがあるのではないでしょうか。傍証としては、静岡県西部に敷知（ふち）郡という地名
があり、この「ふち」と富士山の 「ふじ」の語原が共通しているのではないかとも考えま
す。また、「ふ」の神様を示唆する地名に「福井（ふくい）」などがあります。「ふ」の
「くい（神）」という合成語です。扶桑も「ふ」の「そ（神）」ではないでしょうか。
　これが正しければ、日本各地に「創造神」あるいは「現人神」を意味する地名や山名が
遺存していることになり、多元的「天地創造神話」の可能性もうかがわれ、興味深いと思
われるのです。
　魚を神として祀る文化や風習について、
　糸島の高祖神社（たかすじんじゃ）の御祭神は「あらがみ」様とも呼ばれていることと、
九州では大魚のクエのことを「あら」と呼んでいることもあって、「あら」という魚と荒
神は関連があるのではないかと考えます。
　記紀神話で活躍する夫婦の神様、イザナギ・イザナミの名前も鯨の古名「いざな」と共
通しており、海洋民族の信仰に基づくものではないかと古田武彦氏は考えていたと云われ
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ています。また筑豊地方に鮭を祀る神社（鮭神社。福岡県嘉麻市）があリますが、鮭（さ
け・しゃけ）の「け」は古い時代の神様を意味する「け」ではないかと考えられます。
　鮭（さけ・しゃけ）の「け」が古層の神名であれば、鯱（しゃち）の「ち」も古層の神
名「ち」に由来するのではないかということを思い。そうすると鮭の「さ・しゃ」と鯱の
「しゃ」は語原が共通するのではないかと思考は進展しました。
　そこで、鯱の語原を検索すると、アイヌ語で豊漁をもたらす「沖の神」を意味するとい
う説が見つかりました。だとすれば、鯱を「しゃ」の「ち（神）」とすることも考えられ
ます。まだ「さ」「しゃ」の意味はわかりませんが、言素論の応用で解明できればと思い
ます。
解説：「言素論」について
まず「言素論」成立のための基本的前提として、古代日本語の単語や文字表記において、
一般的には「一字・一音節・一義」がより古い形態と考えることがあります。
たとえば、「魚」という字で表記される意味は fishですが、音は「ぎょ」（音読み）と
「な」「うお」「さかな」（訓読み）などがあります。この fishを意味する日本語のうち、
「な」を最も古いとする、これが「言素論」の基本前提です。
すなわち、「魚」という表記の訓みの「一字・一音節・一義」が「な」なのです。
　この基本前提に基づき、「一音節」ごとに言葉を分解し、その言葉の本来の意味の構成
を明らかにするのですが、同時に「どうとでも言える」という恣意性に対する批判を避け
られないのです。その「どうとでも言える」という恣意性に基づいて立てられた「仮説」
は危ういという批判が出されており、それに対して「言素論」の持つ先駆性による限界を
わきまえた上で、その学問的可能性を追求すべきという反論があります。（了）
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資料編
解説：『東日流外三郡誌』（つがるそとさんぐんし）は、古史古伝の一つで、古代におけ
る日本の東北地方、特に現在の青森県のほか岩手県、秋田県を含む北東北[1]などの知ら
れざる歴史が書かれているとされていた、いわゆる和田家文書を代表する文献。
出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』
内容：『東日流外三郡誌』は、青森県五所川原市飯詰在住の和田喜八郎[2]が、自宅を改
築中に「天井裏から落ちてきた」古文書として 1970 年代に登場した。編者は秋田孝季と
和田長三郎吉次（喜八郎の祖先と称される人物）とされ、数百冊にのぼるとされるその膨
大な文書は、古代の津軽地方（東日流）にはヤマト王権から弾圧された民族の文明が栄え
ていたと主張する。
アラハバキを「荒羽吐」または「荒覇吐」と書き、遮光器土偶の絵を載せ、アラハバキの
ビジュアルイメージは遮光器土偶である、という印象を広めたのも、本書が「震源」であ
る。
　同書によれば、耶馬台国の中に邪馬壱国があったという。
前 7世紀の日本各地には津止三毛族とか奈津三毛族とか 15〜16の民族が割拠していたが、
そのうち畿内大和（現在の奈良県）にいて安日彦と長髄彦の兄弟（安日彦、武渟川別、長
髄彦の三兄弟ともいう）が治めて平和に暮らしていたのが耶馬台国で、日向（現代の宮崎
県）にいたのが「日向族」（神武天皇の一族）であった。
　耶馬台国の中に邪馬一国、邪馬二国、邪馬三国があったという（つまり邪馬壱国とは邪
馬一国のこと）。日向族は台湾の高砂族が北上してきたものだが、その一族を支配するの
は巫女で、火を操るヒミコ、水を操るミミコ、大地を操るチミコの三姉妹で、その出自は
「アリアン族」だったという。
　つまり卑弥呼は九州の女王で、畿内にあった邪馬台国とは無関係ということになる。日
向族は筑紫（現在の福岡県）の「猿田族」を酒と美女で騙し討ちにして滅ぼし、破竹の勢
いで東進。この時、兄弟の父・耶馬台彦は長門（現在の山口県）に 2 万の軍で布陣したが
迂回され、大和での日向族と耶馬台国との戦いは熾烈を極め、安日彦は片目を射られ、武
渟川別は片腕斬断、長髄彦は片脚を失う激戦の末、遠く津軽に落ち延びた。
　これより前、津軽にははじめ阿曽辺族（アソベ族）という文化程度の低い未開部族なが
らも温厚な種族が平和に暮らしていたが、岩木山が噴火して絶滅しかかったところに津保
化族（ツボケ族）というツングース系の好戦的で残虐な種族が海からやって来て阿曽辺族
を虐殺し、津軽は津保化族の天下となった。
　その後、中国の晋の献公に追われた郡公子の一族がやって来て津保化族を平定、ちょう
どその頃神武天皇に追われた耶馬台国の一族もやって来た。郡公子の娘、秀麗、秀蘭（香
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蘭とも）の姉妹を安日彦と長髄彦は娶り、諸民族は混血して「荒羽吐族」と号し、「荒羽
吐 5王」の制（津軽を 5区に分けたのか東北地方を 5区に分けたのかは判然としないが後
者のようである）を敷いて治めたが、これが大和朝廷からは「蝦夷」と呼ばれたのだとい
う。従って蝦夷には元々は中国の文化が色濃く入っていたのである。
　蝦夷の首領（安日彦と長髄彦のいずれかの子孫のように書かれているがどちらの子孫な
のか判然としない）は、代々「津軽丸」を襲名し、ヨーロッパの国王のように「津軽丸何
世」と名乗った。
　神武天皇崩御の後、荒羽吐系の手研耳命は大和を支配すること 3年。懿徳天皇崩御の後、
荒羽吐軍が南下し、空位ならしめた。その後、荒羽吐系の孝元天皇を擁立して大和を間接
支配した頃、不老長寿の秘薬を求める秦の始皇帝の使いとして徐福が津軽を訪れ、津軽の
文化が中国に似ているので驚いたという。津軽丸は荒羽吐族が中国人との混血であること
を解説し、徐福にカモメの金玉を授けた。
　その後やがて、朝鮮半島から「カラクニ皇」なる者（崇神天皇？）がやってきて大和方
面は奪われてしまったという。しかし中国の歴史書にでてくる「倭の五王」とは実は日本
の天皇ではなく津軽丸のことだったのである。奈良時代には荒羽吐系の孝謙天皇を擁立。
　その後も津軽丸は万世一系に続き、安倍貞任を経て、安東氏（安藤氏）に至るのである。
なお和田が生前主張していたところによれば、安東氏後裔との伝えを持つ秋田氏が藩主の
陸奥三春藩を襲った大火で舞鶴城所蔵史料が焼失したため、藩主の命を受けた秋田孝季が
妹婿の和田長三郎吉次や菅江真澄らの助力を得て、寛政年間から史料蒐集や諸国踏査を行
い、その成果が和田家に秘蔵されてきたとされた[3]。
　十三湊は、安東氏政権（安東国）が蝦夷地（津軽・北海道・樺太など）に存在していた時
の事実上の首都と捉えられ、満洲や中国、朝鮮、欧州、アラビア、東南アジアとの貿易で
栄えた。欧州人向けのカトリック教会があり、中国人、インド人、アラビア人、欧州人な
どが多数の異人館を営んでいたとされる。それどころか、満洲の地に残る「安東」の地名
は安東氏の足跡なのだとする。
　しかし「興国二年の大津波」（1341年、南朝：興国 2 年、北朝：暦応 4年）によって
十三湊は壊滅的な被害を受け、安東氏政権は崩壊したという（津波はその 1年前ともい
う）。・・・以上
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日本の神の一覧　　出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』
日本神話由来の神
あ行
あ
青沼馬沼押比売神（あおぬまぬおしひめ）
阿加流比売神（あかるひめ）
飽咋之宇斯能神（あきぐいのうし） - 伊弉諾尊の冠から神になる
秋比売神（あきびめ）
秋山之下氷壮夫（あきやまのしたびおとこ）
阿久斗比売（あくとびめ）
悪樓（あくる）
浅間大神（あさま）:⇒木花之佐久夜毘売
足柄之坂本神（あしがらのさかもと）：坂の神　
阿遅鉏高日子根神（あじすきたかひこね）- 農業、雷、不動産業の神
葦那陀迦神（あしなだか） ：「古事記」にみえる女神。
足名稚命、脚摩乳命（あしなづち）：⇒脚摩乳・手摩乳
葦原色許男神（あしはらのしこお）：⇒大国主
阿須波神（あすは）
阿曇大浜（あずみのおおはま）：阿曇(あずみ)氏の祖
吾田媛（あたひめ）:⇒木花之佐久夜毘売
熱田大神（あつた）：⇒天叢雲剣（草薙剣）・三種の神器
阿曇磯良（安曇磯良）（あづみのいそら）-　海の神
姉倉比売神（あねくらひめ）
穴戸神（あなと）
沫那藝神（あはなぎ）：⇒速秋津日子神参照
沫那美神（あはなぎ）：⇒速秋津日子神参照
淡島神（あわしまのかみ）
あま・あめ
天知迦流美豆比売神（あましるかみづひめ）
天津国玉神（あまつくにたま）
天久米命（あまつくめ）
天津彦根命、天津日子根命（あまつひこね）-　日の神、海の神、風の神
天津日高日子波限建鵜葺草葺不合命（あまつひこひこなぎさたけうがやふきあえず）：⇒
鵜葺草葺不合
天津日高日子番能迩迩芸命（あまつひこひこほのににぎ）：⇒瓊瓊杵
天津日高日子穂穂手見命（あまつひこひこほほでみ）：⇒火遠理
天津日高彦瓊瓊杵尊（あまつひたかひこににぎ）：⇒瓊瓊杵
天津日高彦火火出見尊（あまつひたかひこほほでみ）：⇒火遠理
天津麻羅（あまつまら）-　鍛冶の神
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天津甕星（あまつみかぼし）-　星の神
天御虚空豊秋津根別（あまつみそらとよあきづねわけ）：⇒国産み参照
天照御魂神（あまてるみたま） ：⇒天火明、天照大神、饒速日など諸説ある。
天照大神（あまてらすおおみかみ）- 三貴子、太陽神
天照大御神（あまてらすおおみかみ）：⇒天照大神
天照国照彦天火明櫛玉饒速日命 (あまてる くにてる ひこ あめのほあかり くしたま にぎは
やひ)：⇒饒速日
天石門別神、天石戸別神（あまのいわとわけ）
天種子命（あまのたねこ）
天道根命（あまのみちね）
天活玉命（あめのいくたま）
天宇受売命（あめのうずめ）-　芸能の女神
天之忍男（あめのおしお）：⇒知訶島
天之忍許呂別（あめのおしころわけ）：⇒国産み参照
天忍日命（あめのおしひ）
天之忍穂耳命（あめのおしほみみ）- 稲穂の神、農業神
天之尾羽張神（あめのおはばり）
天鏡尊（あめのかがみ）
天迦久神（あめのかく）：⇒天之尾羽張参照
天香山命（あめのかぐやま）
天香語山命（あめのかごやま）：⇒天香山命
天神玉命（あめのかむたま）
天神櫛玉命（あめのかむくしたま）⇒天神玉命
天之久比奢母智神（あめのくひざもち）：⇒速秋津日子神参照
天之闇戸神（あめのくらど）：⇒大山津見神参照
天児屋命（あめのこやね）- 託宣の神
天之狭霧神（あめのさぎり）：⇒大山津見神参照
天探女（あめのさぐめ）
天之狭土神（あめのさづち）：⇒大山津見神参照
天之狭手依比売（あめのさでよりひめ）：⇒国産み参照
所造天下大神（あめのしたつくらしし）：⇒大国主
天手力男神（あめのたぢからお）-　腕力・筋力を象徴する神
天棚機姫神（あまのたなばたひめ）- 織機の神
天之都度閇知泥神（あめのつどへちぬ）
天之常立神（あめのとこたち）-　始源神、天空神
天豊足柄姫命（あめのとよたらしからひめのみこと）
天鳥船神（あめのとりふね）：⇒鳥之石楠船神
天苗加命（あめのなえますのみこと）
天羽槌雄神（あめのはづちのお）
天日照命（あめのひでり）：⇒建比良鳥命
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天一根（あめのひとつね）：⇒姫島 (大分県)
天比登都柱（あめひとつはしら）：⇒国産み参照
天夷鳥命（あめのひなどり）：⇒建比良鳥命
天日腹大科度美神（あめのひばらおおしなどみ）
天日鷲神（あめのひわし）-　豊漁、商工業繁栄、開運、開拓、殖産の守護神
天之吹男神（あめのふきお）：⇒家宅六神
天両屋（あめふたや）：⇒両児島
天太玉命（あめのふとだま）：⇒布刀玉命
天之冬衣神（あめのふゆきぬ）
天火明命（あめのほあかり）
天之菩卑能命、天穂日神（あめのほひ）-　出雲国造の祖
天目一箇神（あめのまひとつ）-　鍛冶の神
天之御影神（あめのみかげ）:⇒天目一箇神
天之甕主神（あめのみかぬし）
天之水分神（あめのみくまり）：⇒水分神
天御虚空豊秋津根別（あめのみそらとよあきつねわけ）
天美津玉照比売命（あめのみつたまてるひめ）
天之御中主神（あめのみなかぬし）-　宇宙の根源神
天御柱命（あめのみはしら）：⇒級長津彦命
天三降命（あめのみふり）
天八現津彦命（あめのやあきつひこ）
天八意思兼（あめのやごころおもいかね）：⇒思兼神（おもいかね）
天八十萬魂尊（あめのやそよろず）
天湯河板挙（あめのゆかわたな）
天若日子、天稚彦（あめのわかひこ、あめわかひこ）
荒熊大神（あらくまおおかみ）
淡道之穂之狭別島（あわじのほのさわけしま）
沫那芸神（あわなぎ）⇒速秋津日子神参照
沫那美神（あわなみ）⇒速秋津日子神参照
い・う・え・お
五百箇磐石尊（いおついわむら）
座摩神（いかすりのかみ）
活玉前玉比売神（いくたまさきたまひめ）
活津日子命（いくつひこね）
伊古奈比咩（いこなひめ）：伊古奈比咩命神社
伊古麻都比古神（いこまつひこ）：往馬坐伊古麻都比古神社
伊古麻都比賣神（いこまつひめ）：往馬坐伊古麻都比古神社
伊佐我命（いさが）:⇒櫛八玉神
伊弉諾尊、伊耶那岐命（いざなぎ）-　創造神、国生みの神
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伊弉冉尊、伊耶那美命（いざなみ）-　創造神、国生みの神
石凝姥命（いしこりどめ）-　金属加工の神、鏡の神
伊豆山神（いずさんじん）：⇒火牟須比（ほのむすひ）、伊弉諾尊（いざなぎ）、伊弉冉
尊（いざなみ））
伊須流伎比古（いするぎひこ）
伊勢津彦（いせつひこ）：『伊勢国風土記』逸文に見える神
五十猛神（いそたける、いたける）-　林業、造船、航海安全、大漁の神
市杵嶋姫神（いちきしまひめ）：⇒宗像三神
一目連神（いちもくれん）：⇒天目一箇神
伊豆那姫命（いづなひめ）
伊豆能売（いづのめ）- 厄払いの神
稲背脛命（いなせはぎ）：天穂日神の子
井氷鹿（いひか）
石押分之子（いわおしわくのこ）
磐裂神・根裂神（いわさく・ねさく）- 武神
石巣比売神（いわすびめ）：⇒家宅六神
石土毘古神（いわつちびこ）：⇒家宅六神
磐筒男神（いわつつのを）- 武神
磐筒女神（いわつつのめ）：⇒磐筒男神
葦夜神（いや）
磐長媛命（いわながひめ）- 不老長生の神
宇迦之御魂神（うかのみたま）- 穀物の神
鵜葺屋葺不合命（うがやふきあえず）- 農業の神
保食神（うけもち）-　食物神
宇比邇神・須比智邇神（うひぢに・すひぢに）-　大地の様子を表す神
宇摩志阿斯訶備比古遅神（うましあしかびひこぢ）-　活力を司る神
蛤貝比売、宇武賀比売命（うむぎひめ、うむかひめ）：⇒蛤貝比売・蚶貝比売
表筒男命（うわつつのお）：⇒住吉三神
天表春命（うわはる）-　開拓、学問、技芸、裁縫、安産、婦女子の守護神。
榎本神（えのもと）：榎本神社
大麻比古命（おおあさひこ）
大雷（おおいかづち、おほいかつち）：⇒火雷大神
意富加牟豆美命（おおかむづみ）
大口真神（おおぐちまがみ）-　日本狼の神格化
大国主神（おおくにぬし）
大気都比売神（おおげつひめ）- 食物神
大事忍男神（おおごとおしお）
大年神（おおとし）：⇒年神
意富斗能地神・大斗乃弁神（おおとのぢ・おおとのべ）-　大地の様子を表す神
大戸日別神（おおとひわけ）：⇒家宅六神
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大直毘神（おおなおび）：⇒直毘神
大己貴神（おおなむち）：⇒大国主
大野手比売（おおぬでひめ）
大日孁貴神（おおひるめのむち）：⇒天照大御神
大禍津日神（おおまがつひ）：⇒禍津日神
大宮能売神（おおみやのめ）：⇒八神殿
大物忌神（おおものいみ）
大物主神（おおものぬし）- 水神、雷神
大屋都比賣神（おおやつひめ）：⇒大屋都姫・都麻津姫
大屋毘古神（おおやびこ）：⇒家宅六神・五十猛神
大山咋神（おおやまくい）- 山の地主神、農耕の神
大山津見神（おおやまつみ）- 山の神、海神
大綿津見神（おおわたつみ）：⇒綿津見神
淤加美神（おかみ）- 水神
奥疎神（おきさかる） - 伊弉諾尊の左手の腕輪から神に成る
興玉神（おきたまのかみ）
奥津甲斐弁羅神（おきつかいべら） - 伊弉諾尊の左手の腕輪から神に成る
奥津那藝佐毘古神（おきつなぎさひこ） - 伊弉諾尊の左手の腕輪から神に成る
奥山津見神（おくやまつみ）：⇒迦具土神参照
乙子狭姫（おとごさひめ）
大戸惑子神 （おほとまとひこのかみ）：⇒大山津見神参照
大戸惑女神 （おほとまとひめのかみ）：⇒大山津見神参照
淤加美神（おかみ）
淤美豆奴神（おみずぬ）
思金神（おもいかね）- 知恵の神
淤母陀琉神・阿夜訶志古泥神（おもだる・あやかしこね）-　大地の様子を表す神
か行
迦具土神（かぐつち）- 火の神
風木津別之忍男神（かざけつわけのおしお）：⇒家宅六神
春日神（かすが）
家宅六神（かたくろくしん）- 石の神、門の神、屋根の神、風神
金屋子神（かなやこ）-　鍛冶職人に信仰される神
金山彦神（かなやまひこ）-　鉱山の神、鉱業・鍛冶の守護神
金山姫神（かなやまひめ）-　鉱山の神、鉱業・鍛冶の守護神
神直毘神（かみなおびかみ） - 直毘神の一柱
神皇産霊神（かみむすび）-　創造神
神大市姫神（かむおおいちひめ）-　農耕神、食料神
神屋楯比売（かむやたてひめ）
迦毛大御神（かも）：⇒阿遅鉏高日子根神
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賀茂建角身命（かもたけつぬみ）
賀茂玉依姫（かもたまよりひめ）：⇒玉依姫
賀茂別雷神（かもわけいかづち）
加夜奈留美命、賀夜奈流美（かやなるみ）
鹿屋野比売神（萱野姫神）（かやのひめ）-　草の神
韓神（から）
蚶貝比売、枳佐加比売命（きさがいひめ、きさかひめ）：⇒蛤貝比売・蚶貝比売　-　赤貝
の神格化
木祖神（きのおや）：⇒杉原大神
木俣神（きのまた）-　木の神、水神、安産の神
金鵄（きんとび、きんし）
久延毘古（くえびこ）-　田・農業の神、土地の神、学業・知恵の神
久久能智神（くくのち）-　木の神
菊理媛神（くくりひめ）- 縁結びの神
櫛磐間戸神（くしいわまど）
櫛玉命（くしたまのみこと）：⇒饒速日命
櫛名田姫神（くしなだひめ）-　稲田の女神
櫛真智命（くしまち）
櫛八玉神（くしやたま）
九頭龍大神（くずりゅう）
国忍富神（くにおしとみ）
国魂 （くにたま）
国狭槌尊 （くにさつち）-　大地の様子を表す神
国之久比奢母智神（くにのくひざもち）：⇒速秋津日子神参照
国之闇戸神 （くにのくらど）：⇒大山津見神参照
国之狭霧神 （くにのさぎり）：⇒大山津見神参照
国之狭土神（くにのさづち）：⇒大山津見神参照
国之常立神（くにのとこたち）-　始源神、大地神
国之水分神 （くにのみくまり）：⇒水分神 - 水の神
国御柱命（くにのみはしら）：⇒級長戸辺命
熊野速玉男神（くまのはやたまのお）：熊野速玉大社
熊野久須毘命（くまのくすび）
熊野牟須美神（くまのふすみ）：熊野那智大社
闇淤加美神、闇龗神（くらおかみ）：⇒淤加美神
闇御津羽神（くらみつは）- 水神
闇山津見神（くらやまつみ）：⇒迦具土神参照
黒雷（くろいかづち、くろいかつち）：⇒火雷大神
家都御子神（けつみこ）：熊野本宮大社
苔牟須売神（こけむすめ）
事解之男神（ことさかのお）

17



事代主神（ことしろぬし）-　託宣神、海神、五穀豊穣商売繁盛の神
木花之佐久夜毘売（このはなのさくやびめ）-　火の神、水神、妻の守護神、安産の神、
子育ての神、酒造の神
木花知流比売（このはなちるひめ）
さ行
賢彦名神（さかしなひこな）
前玉比売（さきたまひめ）
折雷（さくいかづち、さくいかつち）：⇒火雷大神
福井神（さくいのかみ）
辟田彦、杉原彦（さくたひこ、すぎはらひこ）：⇒杉原大神
辟田姫（さくたひめ）：⇒杉原大神
刺国大神（さしくにおおかみ）
刺国若比売（さしくにわかひめ）
佐保姫（さほひめ）- 春の女神
寒川比古命（さむかわひこ）
寒川比女命（さむかわひめ）
猿田彦（さるたひこ）-　道の神、旅人の神
塩土老翁（しおつちのおじ）-　航海の神、潮流を司る神、製塩の神
磯城津彦命（しきつひこ）
敷山主神（しきやまぬし）
思子淵神（しこぶち）：⇒七シコブチ
下照姫神（したてるひめ）
天下春命（したはる）-　開墾の神
志那都比古神（しなつひこ）- 風神
級長戸辺命（しなとべ）：⇒志那都比古神
白山比咩神（しらやまひめ）：⇒菊理媛神
杉原大神（すぎはら）
少彦名神（すくなひこな）-　国造りの協力神、常世の神、医薬の神、温泉の神、呪術の
神、穀物神、知識の神、酒造の神、石の神
須佐之男命、素盞嗚尊（すさのを）- 三貴子、海神、嵐の神
須勢理毘売命（すせりびめ）
住吉三神（すみよし）- 水神
瀬織津姫命（せおりつひめ）
底筒男命（そこつつのお）：⇒住吉三神
ソソウ神：⇒諏訪大神
た行
高淤加美神、高龗神（たかおかみ）：⇒淤加美神
高御産巣日神（たかみむすひ）-　創造神
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高照光姫大神命（たかてるひめ）
多岐都比売命（たぎつひめ）
多紀理毘売命（たきりびめ）
栲幡千千姫命（たくはたちぢひめ）-　織物の神
建葉槌命（たけはづち）：⇒天羽槌雄神 - 織物の神、機械の神
建比良鳥命（たけひらとり）
建御雷神 （たけみかづち）- 雷、剣の神
建御名方神 （たけみなかた）：⇒諏訪（須波）大神
建御名方富命彦別神 （たけみなかたとみのみことひこがみわけ）
田心姫神（たごりひめ）：⇒多紀理毘売命
手力男命 （たぢからお）：⇒天手力男命
立速男命（たちはやお）：⇒天児屋命
竜田姫 （たつたひめ）- 秋の女神
多邇具久（たにぐく）
多比理岐志麻流美神（たひりきしまるみ）
玉祖命（たまのおや）- 勾玉の神
玉依毘売（たまよりびめ）：鸕鶿草葺不合尊の妻
玉依姫（たまよりびめ）：媛蹈鞴五十鈴媛命や賀茂別雷命などの母
玉依毘売命（たまよりびめ）:邇芸速日命の母
道俣神（ちまたのかみ） - 伊弉諾尊の袴から神に成る
撞榊厳魂天疎向津姫命(つきさかきいつみたまあまさかるむかつひめ)：⇒瀬織津姫
月読命（月読尊、月弓尊、月夜見尊）（つくよみ、つくゆみ、つきよみ）- 三貴子、月神
土雷（つちいかづち、つちいかつち）：⇒火雷大神（ほのいかづち）
角杙神・活杙神（つぬぐい・いくぐい）-　大地の様子を表す神
都麻津比賣神（つまつひめ）：⇒大屋都姫・都麻津姫
頬那藝神（つらなぎ）：⇒速秋津日子神参照
頬那美神（つらなみ）：⇒速秋津日子神参照
手名稚命、手摩乳命（てなづち）：⇒脚摩乳・手摩乳
遠津待根神（とおつまちね）
遠津山岬多良斯神（とおつやまさきたらし）
時量師神（ときはかし） - 伊弉諾尊の袋から神に成る
年神、歳神、大年神、御年神、若年神、大歳神、正月様、恵方様、歳徳神（とし）
鳥取神（ととり）
鳥鳴海神（とりなるみ）
豊宇気毘売神（とようけびめ）
豊雲野神（とよくもの）-　大地の様子を表す神
豊玉毘売（とよたまびめ）- 海神、龍神
豊日別大神（とよひわけ）
鳥之石楠船神（とりのいわくすふね）-　船の神、運輸・交通の神
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な行
ないの神（地震の神）
直毘神（なおび）- 厄払いの神
長白羽神（ながしらはのかみ）
中筒男命（なかつつのお）：⇒住吉三神
泣沢女神（なきさわめ）- 水神、井戸の神
鳴雷（なるいかづち、なるいかつち）：⇒火雷大神
丹生都姫（にうつひめ）：丹生都比売神社
饒速日命（にぎはやひ）
邇邇芸命（ににぎ）- 稲穂の神、農業神
沼河比売（ぬなかわひめ）
布忍富鳥鳴海神（ぬのおしとみとりなるみ）
は行
波自加弥神（はじかみ）：㯮椒神社
八幡神（はちまん、やはた）
埴安神（はにやす）、埴安彦神（はにやすひこ）、埴山姫神（はにやまひめ）- 土の神
速秋津比古神・速秋津比売神（はやあきつひこ・はやあきつひめ）- 川の神、港の神
早池峰大神（はやちね）
速甕之多気佐波夜遅奴美神（はやみかのたけさはやじぬみ）
祓戸大神（はらえど）
日河比売（ひかわひめ）
比佐津媛（ひさつひめ）
一言主神（ひとことぬし）
日名照額田毘道男伊許知邇神（ひなてるぬかたびちおいこちに）
火之迦具土神（ひのかぐつち）:⇒迦具土神
樋速日神（ひはやひ）- 火の神
比々羅木之其花麻豆美神（ひひらぎそのはなまづみ）
比売大神（姫大神）（ひめ）
蛭子神（ひるこ）
深淵之水夜礼花神（ふかぶちのみずやれはな）
伏雷（ふすいかづち、ふすいかつち）：⇒火雷大神
経津主神、布都努志命（ふつぬし）
布帝耳神（ふてみみ）
布刀玉命、太玉命（ふとだま）- 託宣の神
布怒豆怒神（ふぬずぬ）
布波能母遅久奴須奴神（ふわのもぢくぬすぬ）
辺疎神（へさかる） - 伊弉諾尊の右手の腕輪から神に成る
辺津甲斐弁羅神（へつかいべら） - 伊弉諾尊の右手の腕輪から神に成る
辺津那芸佐毘古神（へつなぎさびこ） - 伊弉諾尊の右手の腕輪から神に成る
火遠理命（ほおり）- 山幸彦、稲穂の神
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火須勢理命（ほすせり）- 稲穂の神
火照命（ほでり）- 海幸彦、稲穂の神
火雷大神（ほのいかづち）
火牟須比・火産霊（ほむすび）：⇒軻遇突智
ま行
禍津日神（まがつひ）- 災厄の神
登美夜毘売（みかしきやひめ）
甕主日子神（みかぬしひこ）
甕速日神（みかはやひ）- 火の神
水分神（みくまり）
御食津神（みけつ）：八神殿
三島神（みしま）：三嶋大社
溝咋姫神（みぞくいひめ）:⇒玉櫛媛
道乃長乳歯神（みちのながちは） - 伊弉諾尊の帯から神に成る
罔象女神（みつはのめ）、弥都波能売神（みづはのめ）- 水神
御年神（みとし）：⇒年神
水内神（みのち）：持統天皇が天候回復を祈願⇒建御名方彦神別命
水光姫（みひかりひめ）- 水神、井戸の神
三穂津姫（みほつひめ）
観松彦色止命（みまつひこいろと）:⇒天八現津彦命
美呂浪神（みろなみ）
武塔神（むとう）
胸鉏比売（むなすきひめ）
や行
八現津彦命（やあきつひこ）:⇒天八現津彦命
八重事代主神（やえことしろぬし）：⇒事代主
八河江比売神（やがわえひめ）：矢川神社 - 諸芸上達・諸願成就の神
八雷神（やくさのいかつち）：⇒火雷大神
八坂刀売神（やさかとめ）
八島士奴美神（やしまじぬみ）
八島牟遅能神（やしまむじ）
八十禍津日神（やそまがつひ）：⇒禍津日神
八咫烏（やたがらす）
八束水臣津野命（やつかみずおみつぬ）：⇒国引き神話、淤美豆奴神
倭大国魂神（やまとおおくにたま）
山彦、山幸彦（やまひこ、やまさちひこ）：⇒火遠理命
八意思兼神（やごころおもいかね）：⇒思兼神
由良比女命（ゆらひめ）：⇒由良比女神社

21



ら行・わ行
若雷（わかいかづち、わかいかつち）：⇒火雷大神
若宇加能売神（わかうかのめ）
若尽女神（わかつくしひめ）
稚日女尊（わかひるめ）
和加布都努志能命（わかふつぬし）
稚産霊（わくむすび）- 穀物の生育を司る神
別雷大神（わけいかづち、わけいかつち）：⇒賀茂別雷命
和豆良比能宇斯能神（わずらいのうし） - 伊弉諾尊の衣から神に成る
綿津見（わたつみ）- 海神
以上
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古事記現代語訳
天地のはじめ
天地（アメツチ）が初めて現れ動き始めた時に高天原（タカマノハラ）に成った神の名は、
天之御中主神（アメノミナカヌシノカミ）、次に高御産巣日神（タカミムスヒノカミ）、
次に神産巣日神（カミムスヒノカミ）、この三柱の神は、みな独り神として、
姿は見えません。
次に地上世界が若く、水に浮かんでいる脂のようで、
くらげのようにふわふわと漂っていた時、
葦が芽を吹くように、きざし伸びるものによって成った神の名は、
宇摩志阿斯訶備比古遅神（ウマシアシカビヒコジノカミ）、
次に、天之常立神（アメノトコタチノカミ）。
この二柱の神もまた独り神で姿は見えません。
以上の五柱の神は別天津神（コトアマツカミ）といいます。
島々の生成
次に成った神の名は、国之常立神（クニノトコタチノカミ）、
次に豊雲野神（トヨクモノノカミ）。
この二柱の神もまた、独り神で姿は見えません。
次に成った神の名は、宇比地邇神（ウヒジニノカミ）。次に、妹須比智邇神（スヒチニノ
カミ）。
次に、角杙神（ツノグイノカミ）。次に妹活杙神（イクグイノカミ）。
次に、意富斗能地神（オオトノジノカミ）。次に、妹大斗乃弁神（オオトノベノカミ）。
次に於母陀流神（オモダルノカミ）。次に、妹阿夜訶志古泥神（アヤカシコネノカミ）。
次に伊耶那岐神（イザナキノカミ）。次に、妹伊耶那美神（イザナミノカミ）。
以上の、国之常立神から伊耶那美神までの神々を総称して神世七代（カムヨナナヨ）とい
います。
＊＊＊＊＊
天津神達は、伊耶那岐命と伊耶那美命に「この漂っている国土を有るべき姿に整え固めな
さい。」と命じ、天の沼矛（アメノヌボコ）をお授けになりました。
そこで二神は天の浮橋の上にお立ちになって、その沼矛で国土を掻きまわし、
沼矛を引き上げると、沼矛の先から滴る潮（塩）が積もって島になりました。
これを淤能碁呂島（オノコロシマ）といいます。
伊耶那岐命・伊耶那美命が淤能碁呂島に降りてみると、その島には天の御柱と八尋殿（ヤ
ヒロドノ）がありました。　　
イザナキ：「貴女の身体はどのようにできているのですか。」
イザナミ：「私の身体はほぼ整っているのですが、足りない所が一箇所だけあります。」
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イザナキ：「私の身体は既に整っているのですが、それが高じて余った所が一箇所だけあ
ります。
　　　　　　　だから、私の身体の余った所で貴女の身体の足りない所を挿し塞いで国を
生もうと思い　　　　　　　ます。それでどうでしょう？」
イザナミ：「ええ，結構ですわ。」
イザナキ：「それならば、私と貴女でこの天の御柱のまわりをめぐって出会い、
　　　　　　　寝所で交わりをしましょう。貴女は右からまわって下さい。
　　　　　　　私は左からまわりましょう。」
　そして、二神がその方法に同意して柱をめぐり出会った時に、まず伊耶那美命が声をか
けました。
イザナミ：「まぁ、あなたはなんて素敵な方なの！」
イザナキ：「あぁ、きみはなんて素敵なひとなんだ！」
イザナキ：［……女性が先に言うのは良くなかったのでは？」
とは言うものの、二神はそのまま交わって子を生みましたが、生まれた子は水蛭子（ヒル
コ）と淡島（アワシマ）でした。
二神は困ってしまって天津神に相談しますと、天津神は
「女性が先に言葉を言ったのがよくなかったのだ。もう一回やりなおしなさい。」と指示
しました。
そこで、再び二神は天の御柱をめぐり出会いをやりなおし、今度は先に伊耶那岐命が声を
かけたのです。
イザナキ：「あぁ、きみはなんて素敵なひとなんだ！」
イザナミ：「まぁ、あなたはなんて素敵な方なの！」
こう言い終わって交わると次々に子が生まれました。
淡道之穂之狭別島アワジノホノサワケノシマ（淡路島）、
次に　伊予之二名島イヨノフタナノシマ（四国）は身一つに４つの顔があり、それぞれ愛
比売エヒメ（愛媛県）、飯依比古イイヨリヒコ（香川県）、大宜都比売オオゲツヒメ（徳
島県）、建依別タケヨリワケ（高知県）といいます。
次に三つ子の隠伎之三子島オキノミツゴノシマ（隠岐島）（またの名を天之忍許呂別アメ
ノオシコロワケ）といいます。
次に筑紫島ツクシノシマ（九州）も身一つに顔が４つあり、白日別シロヒワケ（福岡県）、
豊日別トヨヒワケ（大分県）、建日向日豊久士比泥別タケヒムカヒトヨクジヒネワケ（長
崎県・熊本県・佐賀県・宮崎県）、建日別タケヒワケ（熊本県・鹿児島県）といいます。
次に伊岐島イキノシマ（壱岐島）を生み、またの名を天比登都柱アマヒトツハシラといい
ます。
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次に津島ツシマ（対馬）、またの名を天之狭手依比売アメノサデヨリヒメ。
次に佐渡島サドノシマ（佐渡島）
次に大倭豊秋津島オオヤマトトヨアキヅシマ（本州）、またの名を天御虚空豊秋津根別ア
メノミソラトヨアキヅネワケといいます。
この八つの島がまず生まれたので、大八島国（オオヤシマノクニ）といいます。
それから御帰りになった時に、
吉備児島キビノコシマ（岡山県児島半島）＝建日方別タケヒカタワケ、
次に小豆島アズキシマ（香川県小豆島）＝大野手比売オオノテヒメ
次に大島オオシマ（山口県屋代島？）＝大多麻流別オオタマルワケ
次に女島オミナシマ（大分県国東半島沖の姫島）＝天一根アマヒトツネ
次に知訶島チカノシマ（長崎県五島列島）＝天之忍男アメノオシオ
次に両児島フタゴノシマ（五島列島南の男島・女島？）＝天両屋アメノフタヤ
吉備児島から両児島まで合わせて六島です。
神々の生成
　さてそこで、イザナキ命が言うには、「愛しい妻の命を、たった一人の子に代えようと
は思わなかった」と言って、枕もとに這い臥し、足元に這い臥して泣き悲しんだ時に、そ
の涙から生まれた神は、香山の麓の木の本（このもと）に鎮座している、名は泣沢女（ナ
キサワメ）神です。
　そして、亡くなったイザナミ神は、出雲国と伯伎国（ははきのくに）の境の比婆の山
（ひばのやま）に葬られました。
　そこでイザナキ命は、腰につけていた十拳剣（とつかのつるぎ）を抜いて、その子カグ
ツチ神の首を斬りました。
　すると、その剣先についた血が、神聖な岩々に飛び散って生まれた神の名は、石拆（イ
ハサク）の神、次に根拆（ネサク）の神、次に石筒の男（イハツツノヲ）の神です。
　次に剣の根元についた血が、神聖な岩々に飛び散って生まれた神の名は、甕速日（ミカ
ハヤヒ）の神、次に桶速日（ヒハヤヒ）の神、次に建御雷の男（タケミカヅチノヲ）神、
またの名は建布都（タケフツ）の神、またの名は豊布都（トヨフツ）の神です。
　次に剣の柄にたまった血が、指の間から漏れ流れて生まれた神の名は、闇淤加美（クラ
オカミ）の神、次に闇御津波（クラミツハ）の神である。
　以上のイハサク神よりクラミツハ神までの合わせて八神は、剣によって生まれた神です。
　そして殺されたカグツチ神の頭から生まれた神の名は、マサカヤマツミ神である。
　次に胸から生まれた神の名は、オドヤマツミ神である。
　次に腹から生まれた神の名は、オクヤマツミ神である。
　次に陰部から生まれた神の名は、クラヤマツミ神である。
　次に左手から生まれた神の名は、シギヤマツミ神である。
　次に右手から生まれた神の名は、ハヤマツミ神である。
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　次に左足から生まれた神の名は、ハラヤマツミ神である。
　次に右足から生まれた神の名は、トヤマツミ神である。
　マサカヤマツミ神よりトヤマツミ神まで合わせて八神。
　そして、斬る時に用いた太刀の名は、天の尾羽張（アメノヲハバリ）と言い、またの名
を伊津の尾羽張（イツノヲハバリ）と言います。
黄泉国
イザナギの命は亡くなってしまったイザナミの命に会いたいと思い、あとを追って黄泉国
（よみのくに）を訪れました。
そこで女神が御殿の閉じた戸から出て迎えた時、イザナキ命が語って言うには、
「愛する我が妻よ、私とあなたとで作った国は、まだ作り終えていませんよ。だから還っ
てらっしゃい」と言ったのです。
　しかしそこでイザナミ命が答えて言うには、
「残念なことです。もっと早く来てくださっていれば・・・。私はすでに黄泉の国の食べ物を
食べてしまいました。でも、あたたがわざわざおいで下さったのだから、なんとかして還
ろうと思いますので黄泉の神と相談してみましょう。その間は私の姿を見ないでください
ね」と言いました。
　そう言って御殿の中に戻って行きましたが、なかなか出てきません。
イザナギの命は大変待ち遠しく待ちきれなくなってしまったので、左のみづらに刺してあ
る清らかな櫛の太い歯を一本折り取り、それに一つ火を灯して入って見てみると、愛しい
妻には蛆がたかって「ころろ」と鳴り、頭には大雷が居り、胸には火雷が居り、腹には黒
雷が居り、陰部には析雷が居り、左手には若雷が居り、右手には土雷が居り、左足には鳴
雷が居り、右足には伏雷が居り、合わせて八種の雷神が成り出でていたのです。
　そこでイザナキ命がこれを見て畏れて逃げ帰ろうとすると、イザナミ命が、「よくも私
に恥をかかせたな！」と言うと、すぐに黄泉の国の魔女である黄泉津醜女（よもつしこ
め）を遣わして追いかけさせました。
　そこでイザナキ命は、髪に付けていた黒いかづらの輪を取って投げ捨てると、そこから
山葡萄の実が生りました。これを追手が拾って食べている間に、逃げ延びました。
　しかし、また追いかけてきたので、今度は右のみづらに刺してある清らかな櫛の歯を折
り取って投げ捨てると、そこから筍（たけのこ）が生えました。これを追手が抜いて食べ
ている間に、逃げ延びた。
　そして次には、女神の体中に生じていた八種の雷神に千五百の黄泉の軍勢が追いかけて
きた。そこで身につけていた十拳剣（とつかのつるぎ）を抜いて、後手に振り払いながら
逃げました。
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　なお追いかけてきて、黄泉比良坂（よもつひらさか）の坂の下にやってきた時、その坂
の下に生っていた桃の実を三つ取って投げつけると、追手はことごとく逃げ帰ったのです。
そこでイザナキ命が、その桃の実に言うには、
「お前が私を助けたように、葦原中国（あしはらなかつくに）の人々が苦しい目に会って
悩んでいる時に助けなさい」と言い、名を与えて、意富加牟豆実（オホカムヅミ）の命と
名付けました。
　最後にその妹のイザナミ命自らが追いかけてきたので大きな千引の石（ちびきのいわ）
をその黄泉比良坂に塞ぎおました。そしてその石を挟んで二神が向き合って立ち、離別の
時、イザナミ命が言うには、
「愛しい私の夫がそのようなことをするのならば、あなたの国の人々を、一日に千人絞め
殺しましょう」と言いました。
そこでイザナキ命が言うには、「愛しい私の妻がそのようなことをするのならば、私は一
日に千五百の産屋を建ててみせるぞ」とおっしゃいました。
　
このようなわけで、一日に必ず千人が死に、一日に必ず千五百人が生まれるのです。
こういしてイザナミ命を名付けて、黄泉津（ヨモツ）大神と言います。
また言うには、男神に追いついたことから、道敷（チシキ）大神と名付けたと言う。
その黄泉の坂を塞いでいる大岩を、道反（チガヘシ）の大神と名付け、また、その入口を
塞いでいる黄泉戸（ヨミド）の大神とも言います。そして、そのいわゆる黄泉比良坂は、
今の出雲国の伊賦夜坂（いふやさか）です。
身禊
イザナギの命は黄泉の国からお帰りになって、
「私はずいぶん醜く穢れた国に行ってきたのだ。早く身体のケガレを清めなければ」とお
しゃって、筑紫日向の橘の小門（オド）の阿波岐原にお着きになると、身につけているも
のを次々と脱ぎました。
投げ捨てた杖から生まれた神の名は、衝立船戸神（ツキタツフナトノカミ）
投げ捨てた帯から生まれた神の名は、道之長乳歯神（ミチノナガシハノカミ）
投げ捨てた袋から生まれた神の名は、時量師神（トキハカラシノカミ）
投げ捨てた衣から生まれた神の名は、和豆良比能宇斯能神（ワズライノウシノカミ）
投げ捨てた褌から生まれた神の名は、道俣神（チマタノカミ）
投げ捨てた冠から生まれた神の名は、飽咋之宇斯能神（アキグイノウシノカミ）
投げ捨てた左手の手纏から生まれた神の名は、奥疎神（オキザカルノカミ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　奥津那芸佐毘古神（オキツナギサビコノカミ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　奥津甲斐弁羅神（オキツカイベラノカミ）
投げ捨てた右手の手纏から生まれた神の名は、辺疎神（ヘザカルノカミ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　辺津那芸佐毘古神（ヘツナギサビコノカミ）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　辺津甲斐弁羅神（ヘツカイベラノカミ）
この１２神はお体に付けていたものを投げ捨てられて現れた神です。
そこで「上流は流れが激しいし、下流は流れが弱い」と真ん中の瀬に下りて水中で身をす
すいだ時に生まれた神の名は、八十禍津日神（ヤソマガツヒノカミ）と大禍津日神（オオ
マガツヒノカミ）とでした。
この二神は黄泉の国においでになったときの穢れによって現れた神です。
次にその禍を直そうとして生まれた神の名は、
神直毘神（カムナオビノカミ）と大直毘神（オオナオビノカミ）と伊豆能売（イズノメ）
です。
次に水底で身をすすいだ時に生まれた神の名は、
底津綿津見神(ソコツワタツミノカミ)と底箇之男命(ソコツツノオノミコト)
水中で身をすすいだ時に生まれた神の名は、
中津綿津見神（ナカツワタツミノカミ）と中箇之男命（ナカツツノオノミコト）
水面で身をすすいだ時に生まれた神の名は、
上津綿津見神（ウエツワタツミノカミ）と上箇之男命（ウエツツノオノミコト）
この三綿津見神は安曇氏の祖先神です。よって、安曇の連たちは、その綿津実見神の子宇
津志日金拆（ウツシヒカガナサク）の命の子孫です。
また底箇之男命・中箇之男命・上箇之男命の三神は住吉神社の神様です。
そして左目を洗った時に現れた神の名は、天照大御神（アマテラスオオミカミ）
　　　右目を洗った時に生まれた神の名は、月読命（ツクヨミノミコト）
　　　鼻を洗った時に生まれた神の名は、建速須佐之男命（タケハヤスサノオノミコト）
でした。
以上十神は身体を洗ったので現れた神々です。
イザナギの命は大変喜んで、「私は沢山の神を生んだが、一番最後に貴い三柱の御子を得
た」と言い、首にかけていたの首飾りの玉の緒（御倉板挙之神）をゆらゆらと揺るがして
天照大御神に下賜し、「天照大御神よ、あなたは高天原を治めなさい。」といいました。
次に月読命に「あなたは夜之食国を治めなさい。」といい、建速須佐之男命には、「あな
たは海原を治めなさい。」といいました。
そうしてそれぞれ委任された言葉に従って治めていた中で、タケハヤスサノヲ命だけは命
じられた国を治めず、長い顎鬚が胸元に届くようになるまでの間、泣き喚いておりました。
その泣く様子は、青山が枯山になるまで泣き枯らし、海や河がその泣く勢いで涸れてしま
うほどでした。
そのため、乱暴な神の声が夏の蝿のように充満し、あらゆる禍いがことごとく起こりまし
た。

28



　そこでイザナギの命がタケハヤスサノヲの命に言うには、
「どうしてお前は命ぜられた国を治めずに泣き喚いているのか？」と尋ねました。
カケハヤスサノヲ命は「私は亡き母のいる根の堅州国（ねのかたすくに）に参りたいと
思って、泣いているのです」と申し上げたのです。
そこでイザナキの命は大変怒り、「ならばお前はこの国に住んではならない」と言って、
追い払ってしまいました。
このイザナギ命は、淡海（あふみ）の多賀の社にお鎮まりです。
誓約（うけひ）
そこでハヤスサノヲ命が言うには、「ならばアマテラス大御神に申し上げてから黄泉の国
に参ろう」と言って天に上ろうとする時、山や川がことごとく動き、国土が全て震動しま
した。
　そこで、アマテラス大神がこれを聞いて驚いて言うには、
「私の弟が上って来るのは、きっと善良な心からでは無いでしょう。私の国を奪おうとし
ているのかもしれない」と言い、髪を解いてみづらに束ね、左右のみづらにもかづらにも、
左右の手にも、それぞれ八尺の勾玉（やさかのまがたま）の五百箇の御統の珠（イホツノ
ミスマルノタマ）を巻きつけ、背には千本の矢の入った靫（ゆき）を背負い、脇腹には五
百本の矢の入った靫を着け、また肘（ひじ）には勇ましい高鞆（たかとも）を取り着け、
弓の腹を振り立てて、力強く大庭を踏み、淡雪のように土を蹴散らかして、勢い良く叫び
の声をあげて待ち「なぜ上って来たのか」と尋ねました。
　そこでハヤスサノヲ命が答えて言うには、
「私に邪心はありません。ただ父イザナギ大御神が私が泣き喚く理由を問われたので、私
は亡き母の国に行きたいと思って泣いている、と申し上げましたところ、父大御神は、そ
れではこの国に住んではならないと言って私を追放なさったのです。だからその国に向か
う事情を申し上げようと思って参りました。謀反の心はありません」と言いました。
　そこでアマテラス大神が言うには、「ならばお前の心が正しいことはどうすればわかる
のか？」と問いかけました。
これにハヤスサノヲ命が答えて「それぞれ誓（うけひ）をして子を生みましょう」と言っ
た。
　
　さて、そこで、二神は天の安河を挟んで、誓約をする時に、アマテラス大神がまず、タ
ケハヤスサノヲ命の佩いている十拳剣（とつかのつるぎ）を譲り受け、三段に打ち折り、
玉の緒を揺り鳴らしながら天の真名井（まない）の水で振りすすいで、噛みに噛んで砕き
吹き出した息の霧から生まれた神の名は、多紀理媛（タキリビメ）の命、またの名は奥津
島比売（オキツシマヒメ）命です。
　次に市寸島比売（イチキシマヒメ）命、またの名は狭衣媛（サヨリビメ）命。
　次に多岐都比売（タキツヒメ）命の三柱です。
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　次にハヤスサノヲ命が、アマテラス大神の左のみづらに巻いている八尺の勾玉の五百箇
の御統の珠を譲り受け、玉の緒を揺り鳴らしながら天の真名井の水で振りすすいで、噛み
に噛んで砕き吹き出した息の霧から生まれた神の名は、正勝吾勝勝速日天の忍耳（マサカ
ツアカツカチハヤヒアメノオシホミミ）命である。
　また、右のみづらに巻いている玉を譲り受けて、噛みに噛んで砕き、吹き出した息の霧
から生まれた神の名は、天の菩卑（アメノホヒ）の命である。
　また、かづらに巻いている玉を譲り受け、噛みに噛んで砕き、吹き出した息の霧から生
まれた神の名は、天津日子根（アマツヒコネ）命である。
　また、左手に巻いている玉を譲り受け、噛みに噛んで砕き、吹き出した息の霧から生ま
れた神の名は、活津日子根（イクツヒコネ）命である。
　また、右手に巻いている玉を譲り受け、噛みに噛んで砕き、吹き出した息の霧から生ま
れた神の名は、熊野久須比（クマノクスビ）命である。合わせて五柱の男神が現れました。
　そこでアマテラス大神が、ハヤスサノヲ命に言うには、「この後で生まれた五柱の男の
子は、私の身に付けていた珠から生まれたので私の子です。先に生まれた三柱の媛御子は、
お前の物から生まれたので、やはりお前の子です」と言いました。
　さて、その先に生まれた神のタキリビメ命は、胸形（むなかた）の奥つ宮に坐します。
　次にイチキシマヒメ命は、胸形の中つ宮に坐します。
　次にタキツヒメ命は、胸形の辺（へ）つ宮に坐します。
　この三柱の神は、宗像君等が大切に信仰している神です。
　そして、後で生まれた五柱の子の中で、アメノホヒノ命の子の建比良鳥（タケヒラト
リ）命、これは出雲国造、无耶志（むざし）国造、上菟上（かみつうなかみ）国造、下菟
上国造、伊自牟（いじむ）国造、津島県直（つしまのあがたのあたえ）、遠江（ととう
み）国造等の祖神。
　次にアマツヒコネ命は、凡川内（おおしこうち）国造、額田部湯坐（ぬかたべのゆえ）
連、木国造、倭田中直、山代国造、馬来田（うまくた）国造、道尻岐閇（みちのしりき
へ）国造、周芳（すは）国造、倭淹知（あむち）造、高市県主、蒲生稲寸（がもうのいな
き）、三枝部（さきくさべ）造等の祖神です。
天岩戸（あまのいわと）
そこで、ハヤスサノヲ命が、アマテラス大神に言うには、「私の心が清らかだったので、
私の生んだ子は媛御子でした。これによっていえば当然私の勝ちです」と言い、勝った勢
いのままアマテラス大神の耕す田の畔を壊し、その溝を埋め、また、新穀を召し上がる御
殿に屎を撒き散らした。
　このようなことをしてもアマテラス大神がとがめずに言うには、「屎のようなものは酒
に酔って吐き散らしのでしょう。また、田の畔を壊し溝を埋めたのは土地をもったいない
と思ってそうしたのでしょう」と、良いように言い直したものの、なおその乱暴な仕業は
止みません。
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　アマテラス大神が神聖な機織場で神様の衣を織らしていた時、その機屋の屋根に穴を開
け、天の斑馬（あめのふちむま）の皮を逆さに剥ぎ取って落とし入れたので、天の機織女
（あめのはたおりめ）が見て驚き、梭（ひ）で陰部を刺して死んでしまいました。
　それでアマテラス大神もこれを恐れ、天の石屋戸を開けて中に隠れてしまいました。
そのため、高天原はまっ暗くなり葦原中国もこことごとく闇くなりました。
こうして永久に闇が続いていったのです。そして、様々な神の声が夏の蝿のように充満し、
あらゆる禍いがすべて起こりました。
　このようになったので、八百万の神が天の安河の川原に集まり、タカミムスヒ神の子の
思金（オモヒカネ）の神に考えさせて、まず常世の長鳴鳥を集めて鳴かせました。
次に天の安河の川上にある天の堅い岩を取って来、天の金山の鉄を採り、鍛冶師の天津麻
羅（アマツマラ）を探し、伊斯許理度売（イシコリドメ）命に命じて鏡を作らせて、王の
祖（タマノオヤ）命に命じて八尺の勾玉の五百箇の御統の珠を作らせ、天の児屋（アメノ
コヤネ）命と布刀玉（フトダマ）命を呼んで、天の香山の雄鹿の肩の骨を抜き取り、天の
香山の波々迦（ははか）の木を取って骨を焼いて占いをさせました。
天の香山のよく繁っている賢木（さかき）を根ごと掘り起こして、上の枝に八尺の勾玉の
五百箇のみすまるの珠を取り付け、中の枝に八咫鏡（やたのかがみ）を取りかけ、下の枝
に白和幣（しらにきて）・青和幣（あをにきて）を垂れかけ、この種々の品は、フトダマ
命が太御幣（ふとみてぐら）として奉げ持ち、アマノコヤネ命が神聖な祝詞を唱えて、天
の手力男（アメノタヂカラヲ）神が脇に隠れて立ち、天の宇受売（アメノウズメ）命が天
の香山の天の日影を襷（たすき）にかけ、真拆の蔓をカツラにして、天の香山の笹の葉を
束ねて手に持ち、アマテラス大神がお隠れになった天の石屋戸にの前に桶を伏せて踏み鳴
らし、神憑りをして、胸乳をさらけ出し、裳の紐を陰部までおし下げたので、タカアマノ
ハラが鳴り響き、八百万の神が一斉に笑ったのです。

　そこでアマテラス大神は不思議に思い、天の石屋戸を細めに開けて内から言うには、
「私が隠れているので高天原は自然と暗く、また葦原中国も全て闇であると思うのに、ど
うしてアメノウズメが舞い遊び、八百万の神が皆笑っているのかしら？」とおっしゃいま
した。
そこでアメノウズメが言うには、「あなた様にも勝って貴い神がいらっしゃるので、喜び
笑って踊っています」と答えた。
　そう答える間に、アメノコヤネ命とフトダマ命がその鏡を差し出し、アマテラス大神に
見せる時、アマテラス大神はいよいよ不思議に思い、少し戸からでかかっているところを、
隠れていたタヂカラヲ神が大神の手を取って外へ引きずり出しました。
すぐにフトダマ命が、注連縄（しめなわ）を大神の後ろに引き渡して、
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「これより内側に入ることは出来ません」と申し上げたのです。
こうして、アマテラス大神が出てくると、高天原も葦原中国も自然と照って明るくなりま
した。
　そこで八百万の神は共に相談し、スサノヲ命に罪を償わせるためにたくさんの品物を科
し、また髭と手足の爪とを切ってタカマノハラから追放しました。
閑話休題・・・蚕と穀物の種
ハヤスサノヲ命は食物を大気都比売（オホゲツヒメ）の神に求めたことがあります。
そこでオホゲツヒメは、鼻や口、また尻から様々な美味な食物を取り出して、色々に調理
して差しあげた時、ハヤスサノヲ命はその様子を覗いて見ていました。スサノヲ命は汚い
ことをして食べさせると怒り、すぐにそのオホゲツヒメ神を殺してしまいました。
　そして、殺されたオホゲツヒメの神の身体から生まれ出た物は、頭に蚕が、二つの目に
稲の種が生まれ、二つの耳に粟が生まれ、鼻に小豆が生まれ、陰部に麦が生まれ、尻に大
豆が生まれました。
　そこで、神産巣日（カムムスヒ）御祖命（みおやのみこと）がこれらを取り、五穀の種
としたのです。
八俣の大蛇
こうして追放されて出雲国の肥河（ひのかわ）の川上の鳥髪（とりかみ）という所に降り
立ちました。
この時、箸がその川から流れ下りてきたのです。
そこでハヤスサノヲ命は、人が川上にいると思い尋ね上って行ってみると、老夫と老女の
二人がいて、童女（をとめ）を中に置いて泣いていました。
そこで、「あなた方は誰ですか」と尋ねました。
その老夫が答えて言うには、
「私は国つ神の大山津見（オホヤマツミ）神の子です。私の名は足名椎（アシナヅチ）と
言い、妻の名は手名椎（テナヅチ）と言い、娘の名は櫛名田比売（クシナダヒメ）と言い
ます」。
　また、「あなたはどうして泣いているのですか」と尋ねると、答えて言うには、
「私の娘は元々八人いましたが、あの高志（こし）の八俣の大蛇（ヤマタノヲロチ）が年
毎に襲ってきて食べてしまいました。今年もやって来る時期となったので、泣いているの
です」
　そこで、「どのような形をしているのか」と尋ねると、答えて言うには、
「その目は赤かがちのようで、身一つに八つの頭・八つの尾があります。また、その身に
は蘿（こけ）や檜や杉が生え、その長さは八つの谷・八つの峰にわたります。その腹を見
れば、ことごとく常に血がにじんで爛れています」と言った。ここで赤かがちと言うのは、
今の酸漿（ほほづき）のことである。
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　そこでハヤスサノヲ命がその老夫に言うには、「このあなたの娘を、私の妻に下さらな
いか」と言うと、「恐れ入りますが、貴方様のまだ名前を存じませんので」と答え、まし
た。
これに答えて言うには、「私はアマテラス大御神の弟です。そして、今天から降りてきた
ところです」と言いました。
そこでアシナヅチ神・テナヅチ神が言うには、「それならば恐れ多いことです。差し上げ
ましょう」と言いました。
　そこでハヤスサノヲ命は、その童女の姿を神聖な爪形の櫛に変えさせ、みづらに刺して、
そのアシナヅチ神・テナヅチ神に言うには、「あなたたちは八塩折の酒（やしほをりのさ
け）を造り、また垣を作り廻らし、その垣に八つの門を作り、門ごとに八つの佐受岐（さ
ずき）を作り、その佐受岐ごとに酒桶を置き、その酒桶ごとにその八塩折の酒を満たして
待ちなさい」と言いました。
　こうして、言われた通りに準備して待っている時、そのヤマタノヲロチが本当に言葉通
りの姿でやって来た。
すぐに酒桶ごとに自分の頭を垂れ入れて、その酒を飲み出した。そこで飲んで酔ってその
場に伏せて寝てしまいました。
そこでハヤスサノヲ命は、その身につけている十拳剣（とつかのつるぎ）を抜いて、その
ヲロチを切り刻むと、肥河が真赤な血となって流れました。
　そして、命が中の尾を切り刻んだ時、剣の刃が欠けたのです。
そこで不思議に思い、剣先を刺して裂いて見ると、都牟羽の大刀（つむはのたち）があり
ました。
そこでこの太刀を取り、不思議な物だと思って、アマテラス大神に申し上げ奉った。
これが草那藝の大刀（くさなぎのたち）である。
　さて、こうしてそのスサノヲ命は、宮を造る土地を出雲国に求めました。
そして須賀の地に到り、「私はここに来て、私の心はすがすがしい」と言って、そこに宮
を造って住んだ。それでこの地を今、須賀と言う。
　この大神が、初めて須賀宮を作った時に、そこから雲が立ち昇りましたので歌を作りま
した。
その詠んだ歌は、
　八雲立つ　出雲八重垣　妻ごみに　八重垣作る　その八重垣を
盛んに立ち昇る雲が、八重の垣をめぐらしている。新妻を篭らせるために、八重垣をめぐ
らしている。あの素晴らしい八重垣よ。
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　そこでそのアシナヅチ神を呼び、「あなたを私の宮の首長に任じよう」と言い、また名
を与えて、稲田の宮主須賀の八耳（イナダノミヤヌシスガノヤツミミ）神と名付けました。
系譜
そこで、そのクシナダヒメと夫婦の交わりをして生んだ神の名は、八島士奴美（ヤシマジ
ヌミ）神と言う。
　また、オホヤマツミ神の娘、名は神大市比売（カムオホイチヒメ）を妻として生んだ子
は、大年（オホトシ）神、次に宇迦の御魂（ウカノミタマ）。二柱。
　この兄のヤシマジヌミ神が、オホヤマツミ神の娘、名は木の花知流比売（コノハナチル
ヒメ）を妻として生んだ子は、布波能母遅久奴須奴（フハノモヂクヌスヌ）神。
　この神が、オカミ神の娘、名は日河比売（ヒカワヒメ）を妻として生んだ子は、深淵の
水夜礼花（フカフチノミヅヤレハナ）神です。
　この神が、天の都度閇知泥（アメノツドヘチヌ）神を妻として生んだ子は、淤美豆奴
（オミヅヌ）の神。
　この神が、布怒豆怒（フノヅヌ）神の娘、名は布帝耳（フテミミ）神を妻として生んだ
子は、天の冬布（アメノフユキヌ）神である。
　この神が、刺国大（サシクニオホ）神の娘、名は刺国若比売（サシクニワカヒメ）神を
妻として生んだ子は、大国主（オホクニヌシ）神である。またの名は大穴牟遅（オホナム
ヂ）神と言い、またの名は葦原色許男（アシハラシコヲ）神と言い、またの名は八千矛
（ヤチホコ）神と言い、またの名は宇都志国玉（うつしくにたま）の神と言い、合わせて
五つの名があります。
　
大国主の神
さて、このオホクニヌシ神の兄弟には八十神がいた。しかし皆、国をオホクニヌシ神にお
譲りになった。譲った理由は次の通りである。
　その八十神は皆、稲羽の八上比売（イナバノヤガミヒメ）を妻にしたいという気持ちが
あり一緒に稲羽に出かけた時に、オホナムヂ神に袋を背負わせ、従者として連れて行きま
した。そして気多（けた）の岬に着いた時、丸裸の兎が倒れていたのです。
そこで八十神がその兎に、「お前の身を治すには、この海水を浴び、風の吹くのに当たっ
て高い山の上で寝ておれ」と言いました。そこで、その兎は八十神の教えに従って伏せっ
ていたのです。
　すると、その海水が乾くにつれて、その身の皮はことごとく風に吹かれてひび割れてし
まいましたそして痛み苦しんで泣き伏していると、最後にやって来たオホナムヂ神が、そ
の兎を見て、「どうしてお前は泣いているのか」と言うと、兎が答えて「私は淤岐島（お
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きのしま）にいて、こちらの地に渡ろうと思いましたが、渡る方法が無かったので海の和
邇（わに）を欺いて言い、“私とお前とで競って仲間の多い少ないを計ろう思う。そこで、
お前はその仲間をいるだけ呼び集めて、この島から気多の岬まで皆一列に伏せって並びな
さい。そこで私がその上を跳んで走りながら数えることにしよう。そうすれば私の仲間と
どちらのが多いかを知ることができる”と、そのように言って、欺かれて並んで伏せった
時、私がその上を跳んで数えながら渡って来て、いざ地面に下りようとする時に、私が、
“お前は騙されたわけだ”と言って、言い終わろうとする瞬間、一番端に伏せっていた和邇
が、私を捕らえて、すっかり私の衣服を剥いでしまったのです。そうして泣き病んでいる
と、先に通りがかった八十神が、『海水を浴び、風に当たって伏せておれ』と教えたので
す。そこで、その通りにすると、私の身はすっかり傷だらけになってしまいました」と言
いました
　そこでオホナムヂ神がその兎に教えて言うには、「今すぐにこの水門に行き、真水でお
前の身を洗い、すぐにその水門の蒲の花粉を取って撒き散らしてその上に寝転がれば、お
前の身は元の肌のように戻るだろう」と言いました。
そこで、教えの通りにすると、その身は元通りになったのです。これが稲羽の素兎である。
今は兎神と言われている。
　そこで、その兎がオホナムヂ神に言うには、「あの八十神は、きっとヤガミヒメを得る
ことはできないでしょう。袋を背負ってはいても、あなたが得ることでしょう」と申し上
げた。
そこでヤガミヒメが、八十神に答えて言うには、「私はあなたたちの言うことは聞きませ
ん。オホナムヂ神に嫁ぎます」と言った。そこで八十神は怒って、オホナムヂ神を殺そう
と思い、皆で相談して、伯岐国の手間の山の麓に来て言うには、「この山に赤い猪がいる。
そこで、我々が一斉に追い下ろすので、お前は待ち受けて捕えよ。もし待ち受けて捕えな
ければ、必ずお前を殺すだろう」と言って、火で猪に似た大石を焼いて転がし落としまし
た。
　そこで追い下ろされたのを捕えようとしたとき、その石に焼かれて死んでしまった。そ
れを知った母親の命は嘆き悲しんで高天原に上り、カムムスヒ命に救いを求めると、すぐ
にキサ貝比売（キサカイヒメ）と蛤貝比売（ウムギヒメ）とを遣わして、治療して生き返
らせた。その時キサガヒヒメがきさげ集めて、ウムギヒメが待ち受けて、母の乳汁を塗っ
たところ立派な男となって出て歩けるようになりました。
　そこで八十神はこれを見て、また欺こうとして山に連れ入り、大木を切り倒し、楔矢を
その木に打ち立て、その割れ目の間に入らせるやいなや、その楔を引き抜いて打ち殺して
しまった。そこでまた、母親の命が泣きながら探したところ、見つけることができ、すぐ
にその木を裂いて取り出して生き返らせ、その子に告げて言うには、「あなたはここにい
たら、しまいには八十神によって滅ぼされてしまうだろう」と言い、すぐに木国の大屋比
古（オホヤビコ）神の所へ避難させました。
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　そこで八十神が捜し追いかけて来て、矢をつがえて引き渡すように求めると、木の股を
くぐり抜けさせて逃がし、「スサノヲ命のいる根の堅州国に向かえば必ずその大神が助け
てくれるだろう」と言いました。
そこで、言われたようにスサノヲ命の所にやって来ると、その娘の須勢理比売（スセリビ
メ）が出てきてこれを見、互いに見つめ合って結婚し、引き返してその父に申し上げて言
うには、「とても立派な神が来られました」と言いました。
そこで、その大神が出てきてこれを見て、「これはアシハラシコヲ命と言う神だ」と言い、
すぐに呼び入れて、蛇のいる室（むろや）に寝させました。
　そこでその妻のスセリビメ命は、蛇の比礼（ひれ）をその夫に授けて、「その蛇が食い
つこうとしたら、その比礼を三度振って打ち払いなさいませ」と言いました。そこで、教
えられた通りにすると、蛇は自然と鎮まり、こうして、安らかに寝て出ることができた。
　また次の日の夜は、ムカデと蜂の室に入らせると、スセリヒメはまたムカデと蜂の比礼
を授けて前と同じことを教えたので無事に出ることができました。
　また、鳴鏑（なりかぶら）を広い野原の中に射込み、その矢を拾わせようとしました。
そこで、その野原に入った時、すぐに火を放ってその野原を焼き囲み、出る所が分からず
にいると、鼠が来て「内はほらほら、外はすぶすぶ」と言いました。そう鼠が言うのでそ
の場を踏んでみると、下に落ちて隠れることができた間に火は過ぎていき、その鼠がその
鳴鏑を咥えて出て来て、彼にさしあげました。その矢の羽は、その鼠の子供が皆食いち
ぎっていました。
　そこでその妻のスセリビメは、葬式の道具を持って泣きながらやって来て、その父の大
神は、すでに死んだと思ってその野原に出で立ちました。
ところがその矢を持って差し出してきたので、屋敷に連れて入り、八田間の大室（やたま
のおおむろや）に呼び入れて、その頭の虱（しらみ）を取るように命じた。そこでその頭
を見ると、ムカデがたくさんいたのです。
　そこでその妻は、椋（むく）の木の実と赤土（はに）とを取って、その夫に授けました。
夫は、その木の実を噛み砕き、赤土を口に含んで唾を吐き出すと、大神は、ムカデを噛み
砕いて唾を吐き出しているのだと思い、心の中でかわいい奴だと思って寝てしまいました。
　そこでその神の髪を掴み、その室の垂木ごとに結び付けて、五百引の石をその室の戸に
すえ塞ぎ、妻スセリビメを背負い、すぐにその大神の生大刀と生弓矢と、また天の詔琴を
取り持って逃げ出そうとする時、その天の詔琴が樹に触れて、地が鳴動しました。それで、
その眠っていた大神がこれを聞いて驚き、その室を引き倒してしまいましたが大神が垂木
に結びつけた髪を解いている間に、遠くへ逃げることができました。
　そして、黄泉津比良坂まで追いかけて来て、遥か遠くを望んでオホナムヂ神に呼びかけ
て、「そのお前が持っている生大刀と生弓矢で、お前の兄弟たちを坂のすそに追い伏せ、
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また川の瀬に追い払って、おぬしがオホクニヌシ神となり、またウツシクニタマ神となっ
て、その私の娘スセリビメを本妻として、宇迦の山の麓に、底つ石根に、宮柱ふとしり、
高天原に氷椽たかしりて（壮大な宮殿を建てて）住め。こやつめ」と言いました。
そこで、その太刀と弓を持って、その八十神を追い退ける時、坂のすそごとに追い伏せ、
川の瀬ごとに追い払い、国を作り始めたのです。
　さて、かのヤガミヒメは、先の約束通りに夫婦の契りを結んだ。そして、そのヤガミヒ
メは、連れて来られたのだが、その本妻のスセリビメを恐れて、その生んだ子を木の俣に
刺し挟んで帰っていった。そこでその子を名付けて木の俣（キノマタ）神と言い、またの
名を御井（ミヰ）神と言う。
閑話休題・・・八千矛神の歌物語
このヤチホコ神が、高志国の沼河比売（ヌナカワヒメ）を娶ろうとして出かけた時、その
ヌナカワヒメの家に着いて、詠んだ歌は、
　
八千矛の神の命は、日本国中で思わしい妻を娶ることができなくて、遠い遠い越国に賢明
な女性がいるとお聞きになって、美しい女性がいるとお聞きになって、求婚にしきりにお
出かけになり、求婚に通い続けられ、太刀の緒もまだ解かずに、襲をもまだ脱がないうち
に、少女の寝ている家の板戸を、押し揺さぶって立っておられると、しきりに引き揺さ
ぶって立っておられると、青山ではもう鵺が鳴いた。野の雉はけたたましく鳴いている。
庭の鶏は鳴いて夜明けを告げている。いまいましくも鳴く鳥どもだ。あの鳥どもを打ち叩
いて鳴くのをやめさせてくれ、空を飛ぶ使いの鳥よ。――これを語り言としてお伝えしま
す。
　そこでそのヌナカワヒメは、まだ戸を開けずに、中から詠んだ歌は、
八千矛の神の命よ、私はなよやかな女のことですから、私の心は、浦州にいる水鳥のよう
に、いつも夫を慕い求めています。ただ今は自分の意のままに振舞っていますが、やがて
はあなたのお心のままになるでしょうから、鳥どもの命を殺さないで下さい、空を飛びか
ける使いの鳥よ。――これを語り言としてお伝えします。
青山の向こうに日が沈んだら、夜はきっと出て、あなたをお迎えしましょう。そのとき朝
日が輝くように、明るい笑みを浮かべてあなたがおいでになり、白い私の胸や、雪のよう
に白くて柔らかな若々しい胸を、愛撫したり絡み合ったりして、玉のように美しい私の手
を手枕として、脚を長々と伸ばしてお休みになることでしょうから、あまりひどく恋焦が
れなさいますな、八千矛の神の命よ。――これを語り言としてお伝えします。
そして、その夜は会わずに、翌日の夜に会いました。
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また、その神の本妻のスセリビメ命が、とても嫉妬してしまったので、その夫の神は当惑
して、出雲から倭国に上ろうとして身支度をして発とうとする時に、片手を馬の鞍にかけ、
片足を鐙（あぶみ）に踏み入れて、詠んだ歌は、
黒い衣装を丁寧に着込んで、沖の水鳥のように胸元を見ると、鳥が羽ばたくように、袖を
上げ下げして見ると、これは似合わない。岸に寄せる波が引くように後ろに脱ぎ棄て、今
度はかわせみの羽のような青い衣装を丁寧に着込んで、沖の水鳥のように胸元を見る時、
鳥が羽ばたくように、袖を上げ下げして見ると、これも似合わない。岸に寄せる波が引く
ように後ろに脱ぎ棄て、山畑に蒔いた蓼藍を臼で搗き、その染め草の汁で染めた藍色の衣
を丁寧に着込んで、沖の水鳥のように胸元を見ると、鳥が羽ばたくように、袖を上げ下げ
して見ると、これはよく似合う。愛しい妻の君よ、群鳥が飛び立つように、私が大勢の供
人に引かれて行ったならば、引かれてゆく鳥のように、私が大勢の供人に引かれていった
ならば、あなたは泣くまいと強がって言っても、山の裾に立つ一本のススキのようにうな
だれて、あなたは泣くことだろう、そのあなたの嘆きは、朝の雨が霧となって立ち込める
ように、嘆きの霧が立ち込めるであろうよ。愛しい妻の君よ。――これを語り言としてお
伝えします。
そこでその妻、大御酒杯（おおみさかずき）を取って、そばに立ち寄り、杯を捧げて詠ん
だ歌は、
八千矛の神の命は、わが大国主神よ。あなたは男性でいらっしゃるから、打ちめぐる島の
崎々に、打ちめぐる磯の崎ごとに、どこにも妻をお持ちになっているでしょう。それに引
きかえ、私は女性の身ですから、あなた以外には男はありません。あなたの他に夫は無い
のです。綾織の帳のふわふわと垂れている下で、カラムシの夜具の柔らかな下で、タクの
夜具のざわざわと鳴る下で、沫雪のように白い若やかな胸を、タクの綱のように白い腕を、
愛撫し絡ませ合って、私の美しい手を手枕として、脚を長々と伸ばしてお休みなさいませ。
さあ御酒を召し上がりませ。
　こう歌ってすぐに杯を交わして契りを固め、互いに首に手をかけ合い、今に至るまで鎮
座しています。
これを神語（かむがたり）といいます。
系譜

さて、このオホクニヌシ神が、胸形（むなかた）の奥つ宮に鎮座している神の、タキリビ
メ命を妻として生んだ子は、阿遅鋤高日子根（アヂスキタカヒコネ）神、次に妹の高比売
（タカヒメ）命、またの名は下光比売（シタテルヒメ）命。

38



　このアヂスキタカヒコネ神は今、迦毛（かも）の大御神と言われます。
　オホクニヌシ神が、また、神屋楯比売（カムヤタテヒメ）命を妻として生んだ子は、事
代主（コトシロヌシ）神。
　また、ヤシマムヂノ神の娘、鳥取（トトリ）神を妻として生んだ子は、鳥鳴海（トリナ
ルミ）神。
　この神が、日名照額田比道男伊許知邇（ヒナテルヌカタビチヲイコチニ）神を妻として
生んだ子は、国忍富（クニオシトミ）神。
　この神が、葦那陀迦（アシナダカ）神、またの名は八河江比売（ヤガハエヒメ）を妻と
して生んだ子は、連甕の多気佐波夜遅奴美（ツラミカノタケサハヤヂヌミ）神。
　この神が、天の甕主（アメノミカヌシ）神の娘、前玉比売（サキタマヒメ）を妻として
生んだ子は、甕主日古（ミカヌシヒコ）神。
　この神が、オカミ神の娘、比那良志比売（ヒナラシビメ）を妻として生んだ子は、多比
理岐志麻流美（タヒリキシマルミ）神。
　この神が、比々羅木の其花麻豆実（ヒヒラギノソノハナマヅミ）神の娘、活玉前玉比売
（イクタマサキタマヒメ）神を妻として生んだ子は、美呂浪（ミロナミ）神。
　この神が、シキヤマヌシ神の娘、青沼馬沼押比売（アヲヌウマヌオシヒメ）神を妻とし
て生んだ子は、布忍富鳥鳴海（ヌノオシトミトリナルミ）神。
　この神が、若尽女（ワカツクシメ）神を妻として生んだ子は、天の日腹大科度美（アメ
ノヒバラオホシナドミ）神。
　この神が、アメノサギリ神の娘、遠津待根（トホツマチネ）神を妻として生んだ子は、
遠津山岬多良斯（トホツヤマサキタラシ）神。
　以上のヤシマジヌミ神からトヨツヤマサキタラシ神までを、十七世の神という。
*****
さて、オホクニヌシ神が出雲の御大（みほ）の岬にいる時、波の彼方から天の羅摩船（か
がみのふね）に乗って、鵝（ひむし）の皮を丸剥ぎに剥いで衣服として、寄って来る神が
いました。
そこでその名を尋ねましたが答えません。
また、従えている諸々の神に尋ねても答えません。
　そこで、たにぐく（ヒキガエル）が言うには、「これは久延比古（クエビコ）（かか
し）がきっと知っているでしょう」と言うので、すぐにクエビコを呼んで尋ねると、「こ
の神はカムムスヒ神の御子の少名比古那（スクナビコナ）神です」と言いました。
　そこでこのことを、カムムスヒ御祖命に申し上げると、「これは確かに私の子です。子
の中で私の指の間から漏れこぼれた子です。そこでお前は、アシハラシコヲ命と兄弟と
なって、その国を作り固めなさい」と言いました。
　こうして、それからオホナムヂとスクナビコナと二柱の神は協力して、この国を作り固
めました。
そうした後、そのスクナビコナは常世国に渡った。
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　さて、そのスクナビコナ神の正体を教えたいわゆるクエビコは、今は山田の曾富騰（ヤ
マダノソホド）（雨に濡れる案山子）という。
この神は歩くことができないのに　ことごとく天下のことを知っている神です。
　さてそこでオホクニヌシ神が憂いて言うには、「私一人でどのようにしてこの国を作れ
るだろうか。どの神と私とでこの国を協力して作るのだろうか」と言いいました。
この時、海を照らして寄って来る神がいたのです。
　その神が言うには、「私をよく祀ったら、私が共に協力して作りあげるだろう。もしそ
うでないならば、国を作ることはできない」と言いいました。
そこでオホクニヌシ神が、「それならばどのようにして祀ればよろしいでしょうか」と尋
ねると、「私を倭の東の青々とした垣根のような山上に祀れ」と答えました。
これが御諸山（三輪山）の上に鎮座している神（大物主）です。
さて、かの大年（オホトシ）神（穀物の実りの神）が、神活須比（カムイクスビ）神の娘、
伊怒比売（イノヒメ）を妻として生んだ子は、大国御魂（オホクニミタマ）神、次に韓
（カラ）の神、次に曾富理（ソホリ）神、次に白日（シラヒ）神、次に聖（ヒジリ）神で
ある。五神。
　また、香用比売（カヨヒメ）を妻として生んだ子は、大香山戸臣（オホカグヤマトミ）
神、次に御年（ミトシ）神である。二柱。
　また、天知迦流美豆比売（アメノチカルミヅヒメ）を妻として生んだ子は、奥津日子
（オキツヒコ）神、次に奥津比売（オキツヒメ）命、またの名は大戸比売（オホヘヒメ）
神である。この神は人々が信仰している竈（かまど）の神である。
　次に大山咋（オホヤマクヒ）神、またの名を山末の大主（ヤマスヱノオホヌシ）神であ
り、この神は近つ淡海国の日枝山（ひえのやま）に鎮座し、また葛野（かづの）の松尾に
鎮座し、鳴鏑を神体とする神である。
　次に庭津日（ニハツヒ）神、次に阿須波（アスハ）神、次に波比岐（ハヒキ）神、次に
香山戸臣（カグヤマトミ）神、次に羽山戸（ハヤマト）神、次に庭の高津日（ニハタカツ
ヒ）神、次に大土（オホツチ）神、またの名は土の御祖神（ツチノミオヤのカミ）である。
九神。
以上、大年の神の子の大国御魂の神から大土の神まで合わせて十六神です。
さて、羽山戸の神がオオゲツヒメの神と結婚して生んだのは若山咋（ワカヤマクヒ）の神、
次に若年の神、女神の若沙那売（ワカサナメ）の神、次に弥豆麻岐（ミズマキ）神、次に
夏の高津日（ナツタカツヒ）神、またの名は夏の売（ナツノメ）の神、次に秋比売（アキ
ビメ）の神、次に久久年（ククト）神、次に久久紀若室葛根（ククキワカムロツナネ）神。
以上若山咋の神から若室葛根の神まで八神です。
　
国譲り
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アマテラス大御神は命令によって、「豊葦原の千秋長五百秋の水穂国は、私の子の正勝吾
勝勝速日天の忍穂耳（マサカツアカツカチハヤヒアメノオシホミミ）の命が治めるべき国
である」とし、天降りさせました。
そこでアメノオシホミミ命が、天の浮橋に立って、「豊葦原の千秋長五百秋の水穂国は、
大変騒がしい状態だ」と言い、また帰り上ってアマテラス大神に指図を仰いだのです。
　そこで、タカミムスヒ神とアマテラス大御神の命令によって、天の安河の河原に八百万
の神を集めるだけ集めて、オモヒカネ神に考えさせて「この葦原中国は、私の子の治める
べき国と委任した国である。しかし、この国には暴威を振るう乱暴な国つ神どもが大勢い
ると思われる。そこで、どの神を遣わして服従させたらよいだろうか」と尋ねました。
　そこで、オモヒカネ神や八百万の神が相談して、「天の菩比（アメノホヒ）神を遣わす
べきでしょう」と答えました。
そこで、アメノホヒ神を遣わしたところ、なんとオホクニヌシ神に媚びへつらい、三年
経っても復命しなかったのです。
　そのため、タカミムスヒ神とアマテラス大御神が、また大勢の神々に、「葦原中国に遣
わしたアメノホヒ神は、長いこと復命しなかった。今度はどの神を遣わしたらよいだろう
か」と尋ねました。
そこでオモヒカネ神が、「天津国玉（アマツクニタマ）神の子、天若日子（アメノワカヒ
コ）を遣わすべきでしょう」と答えて言いました。
そこで天の麻迦古弓、天の波々矢をアメノワカヒコに与えて遣わしたのです。
　ところがアメノワカヒコは、その国に降り着くやいなや、オホクニヌシ神の娘、シタテ
ルヒメを妻とし、また、その国を得ようと企んで、八年経っても復命しませんでした。
　そこで、アマテラス大御神とタカミムスヒ神が、また大勢の神々に言うには、「アメノ
ワカヒコも、長いこと復命しなかった。今度はどの神を遣わして、アメノワカヒコが長く
留まっている理由を尋ねようか」と尋ねました。
そこで大勢の神々とオモヒカネ神が、「雉（きぎし）の、名は鳴女（ナキメ）を遣わすべ
きでしょう」と答え、「お前が行って、アメノワカヒコに尋ねる事は、『お前を葦原中国
に遣わせた理由は、その国の乱暴な神々を服従させて従えることである。どういうわけで
八年経っても復命しないのか』と尋ねよ」命令しました。
　そこで、鳴女は天から降り着くと、アメノワカヒコの家の門の神聖な桂樹の上にとまり、
完璧に天つ神の命令通りに伝えました。
その時、天の佐具売（アメノサグメ）が、この鳥の言うことを聞いて、アメノワカヒコに
「この鳥は、その鳴く声が非常に不吉である。だから、射て殺すべきだ」と言い勧めたの
です。
　すぐにアメノワカヒコは、天つ神から与えられた天の波士弓と天の加久矢を取って、そ
の雉を射て殺しました。
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ところがその矢は、雉の胸を貫いて、逆さまに射上げられて、天の安河の河原におられる
アマテラス大御神と高木神の所にまで達しました。このタカギ神は、タカミムスヒ神のま
たの名です。
　そこで、タカギ神がその矢を取って見てみると、血がその矢の羽に付いていました。
そこでタカギ神は、すぐに大勢の神々に示して「この矢はアメノワカヒコに与えた矢であ
る」と言い、「もしアメノワカヒコが命令に背かず、悪い神を射た矢が来たのならば、ア
メノワカヒコに当たるな。もし邪心があるのならば、アメノワカヒコはこの矢に当たって
禍（まが）を受けよ」と言って、その矢を取って、その矢が飛んで来た穴から下に向けて
突き返すと、アメノワカヒコが朝の床で寝ており、その胸に命中して死んでしまいました。
これが還矢の起こりです。また、その雉は帰って来なかった。そこで、今でも諺（ことわ
ざ）に、雉の頓使（行ったっきりの使い）と言いますが、その起こりです。
　さて、アメノワカヒコの妻、シタテルヒメの泣く声が、風の吹くと共に響いて天に届き
ました。
そして天にいるアメノワカヒコの父、アマツクニタマ神とその妻子が聞いて、降って来て
泣き悲しみ、すぐにそこに喪屋を作り、川雁（かはがり）を死者の食物を淹れた器を持っ
て行く役とし、鷺（さぎ）を箒で穢れをはらう役とし、翡翠（かわせみ）を料理役とし、
雀を碓をつく女とし、雉（きぎし）を哭女（なきめ）とし、このように役目を定めて、八
日八夜にわたって歌舞を行いました。
　この時、阿遅志貴高日子根（アヂシキタカヒコネ）神がやって来て、アメノワカヒコの
喪を弔っておりましたら、アメノワカヒコの父、またその妻がみな泣いて、「私の子は死
ななかった。私の夫は死なずに生きていた」と言って、彼の手足に取りすがって泣きまし
た。
このように間違えたわけは、この二柱の神の容姿が、とてもよく似ていたので、このよう
に間違えてしまったのです。
　そこでアヂシキタカヒコネ神がひどく怒って、「私は親しい友であったからこそ弔いに
来たのだ。どうして私を穢らわしい死人に見立てるのか」と言って、身につけていた十掬
剣（とつかのつるぎ）を抜いて、その喪屋を切り伏せ、足で蹴り飛ばしてしまいました。
これが美濃国の藍見河の川上にある喪山です。
また、その切り伏せた太刀の名は、大量（おおはかり）と言い、またの名を神度剣（かむ
どのつるぎ）と言います。
そして、アヂシキタカヒコネ神が怒って飛び去った時、その同母妹のタカヒメ命は、その
御名を明かそうと思い、そこで詠んだ歌は、
　天（あめ）なるや　弟棚機（おとたなばた）の　項（うな）がせる　玉の御統（みすま
る）　御統に　穴玉（あなだま）はや　み谷　二（ふた）渡らす　阿治志貴　高日子根の
神そ
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天上にいるうら若い機織女が、首にかけている緒に貫き通した玉、その緒に通した穴玉の
輝かしさよ、そのように谷二つを越えて輝きわたる神は、アヂシキタカヒコネの神です。
　この歌は夷振（ひなぶり）です。
そこでアマテラス大御神が「今度はどの神を遣わすのがよいだろうか」と尋ねた。
オモヒカネ神と大勢の神々が「天の安河の川上の天の石屋におられる、名は伊都の尾羽張
（イツノヲハバリ）神を遣わすべきでしょう。もしまた、この神で無いとするならば、そ
の神の子の建御雷の男（タケミカヅチノヲ）神を遣わすべきでしょう。またそのアメノヲ
ハバリ神は、天の安河の水を逆に塞き止めて、道を塞いでいますので、他の神は行くこと
ができません。そこで、特別に天の迦久（アメノカク）神を遣わして尋ねさせるべきで
しょう」と言いました。
　そこでアメノカク神を遣わして、アメノヲハバリ神に尋ねた時、答えて言うには、「畏
まりました。お仕えいたしましょう。ただし、この任務には、私の子のタケミカヅチ神を
遣わすべきでしょう」と言って、すぐに差し上げました。
そこでアメノトリフネ神をタケミカヅチ神に副えて遣わすことにしたのです。
　そのようなわけで、この二神は、出雲国の伊耶佐の小浜に降り着くと、十掬剣（とつか
のつるぎ）を抜き、逆さまに波の上に刺し立て、その剣の切先にあぐらをかいて座り、そ
のオホクニヌシ神に尋ねて言うには、「アマテラス大御神とタカギ神の命令によって、尋
ねに遣わされてやって来た。お前が支配している葦原中国は、『我が御子が治める国であ
る』と委任なされている。それについて、お前の心はどうか」。
　そこで答えて言うには、「私はお答えできません。私の子の八重事代主（ヤヘコトシロ
ヌシ）神が答えるでしょう。しかし、狩りや漁をしに、御大（みほ）の岬に出かけてまだ
帰って来ておりません」と言った。そこでアメノトリフネ神を遣わし、ヤヘコトシロヌシ
神を呼んで来て、尋ねると、その父の大神に語って言うには、「畏まりました。この国は
天つ神の御子に奉りましょう」と言って、すぐにその船を踏み傾け、天の逆手を打って青
柴垣に変えて隠れてしまいました。
　さて、そこでそのオホクニヌシ神に「今お前の子のコトシロヌシ神は、このように申し
た。他に意見を言うような子はいるか」と尋ねた。
そこでまた答えるには、「また私の子の建御名方（タケミナカタ）神がいます。それをお
いて他にはおりません」と、そう言う間に、そのタケミナカタ神が、千引の石を手の先に
持ってやって来て、
「誰が私の国に来て、ひそひそとそのように話をしているのか。それならば力競べをしよ
うではないか。では、私がまずその手を掴んでやろう」。その手を掴ませると、すぐに氷
柱（つらら）のようになり、また剣の刃になりました。そこでタケミナカタ神はこれを見
て恐れて退いてしまいました。
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　今後はタケミナカタ神の手を逆に求めて掴むと、葦の若葉を摘むように、握りつぶして
放り投げると、タケミナカタ神はすぐに逃げ去ってしまったので追いかけて行って信濃の
諏訪の湖に追い詰めて、殺そうとする時、タケミナカタ神は「畏まりました。私を殺さな
いで下さい。この地以外にどこにも行きません。また私の父オホクニヌシ神の命令にも背
きません。ヤヘコトシロヌシ神の言葉にも背きません。この葦原中国は、天つ神の御子の
命令のままに差し上げましょう」と言いました。
そこで、更にまた帰ってきて、そのオホクニヌシ神に言うには、「お前の子供のコトシロ
ヌシ神、タケミナカタ神の二神は、天つ神の御子の命令のままに背かないと言った。それ
について、お前の心はどうか」と尋ねたのです。
そこで答えて言うには、
「私の子の二神の言う通りに私も背きません。この葦原中国は、命令のままに差し上げま
しょう。ただ私の住む所は、天つ神の御子が天つ日継知らしめす壮大な天の宮殿のように、
底つ石根に、柱を太く立てて大空に棟木を高く上げて造営するならば、私はずっとひっこ
んだ隅に隠れていましょう。また私の子どもの百八十神は、ヤヘコトシロヌシ神が、神々
の前に立ち後に立って仕えるのならば、背く神はいないでしょう」と言って、出雲国の多
芸志の小浜（たぎしのをばま）に天の御舎（みあらか）を造り、水戸の神の孫の櫛八玉
（クシヤタマ）神が料理人となって天の神饌を献上する時、祝いの言葉を述べて、クシヤ
タマ神が鵜（う）になって海の底に潜り、底の赤土（はに）を咥え出て、たくさんの神聖
な皿を作り、海布（め）の茎を刈って燧臼（ひきりうす）に作り、海蓴（こも）の茎で燧
杵（ひきりきね）に作って、火を鑽り出して言うには、この私がつくり出した火は、高天
原でカムムスヒの御祖神の立派な新しい御殿の煤が、長々と垂れ下がるまで焚き上げ、地
の下は、地底の磐石に届くまで焚き固まらせて、千尋の長い栲縄を海中に延ばして、海人
の釣る口が大きく尾ひれの大きな鱸を、さわさわと賑やかに引き寄せ上げて、たわむほど
に、魚の料理を献ります。」

そこで、タケミカヅチ神は帰り上って、葦原中国を服従させ平定した状況を報告しました。
天孫降臨
アマテラス大御神とタカギ神の命令によって、太子（ひつぎのみこ）であるマサカツアカ
ツカチハヤヒアメノオシホミミ命に言うには、「今、葦原中国を平定し終えたと言ってき
たので、委任した通りに、降って治めなさい」と言った。
　そこで、その太子のマサカツアカツカチハヤヒアメノオシホミミ命が答えて言うには、
「私は降ろうと支度をしている間に、子が生まれました。名は天邇岐志国邇岐志天津日子
番の邇邇芸（アメニキシクニニキシアマツヒコヒコホノニニギ）命、この子を降すべきで
しょう」と言った。
この子は、タカギ神の娘、万幡豊秋津師比売（ヨロヅハタトヨアキツシヒメ）命と結婚し
て生んだ子で、天の火明（アメノホアカリ）命、次に日子番の邇邇芸（ヒコホノニニギ）
命の二柱である。
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　そのようなわけで、ヒコホノニニギ命に命じて、「この豊葦原水穂国は、お前が治める
国であると委任します。そこで、命令に従って天降りなさい」と言った。
　そこでヒコホノニニギ命が、天降りをしようとする時に、天の八衢（やちまた）にいて、
上は高天原を照らし、下は葦原中国を照らす神がここにいた。
そこで、アマテラス大御神とタカギ神はアメノウズメ神に「お前はか弱い女であるが、向
き合った神に気後れせずに勝つ神である。そこで、お前一人で行って尋ねて、『私の御子
の天降りする道に、そのように居るのは誰か』と尋ねなさい」と命令した。
　そこで、尋ねる時に彼が答えて言うには、「私は国つ神で、名は猿田比古（サルタビ
コ）神である。出て居るのは、天つ神の御子が天降りすると聞いたので、先導役に仕えよ
うと思い、迎えに参りました」と言った。
そこでアメノコヤネ命、フトダマ命、アメノウズメ命、イシコリドメ命、タマノオヤ命の
合わせて五伴緒（いつとものを）を従えさせて、天降りをした。
そこであの八尺の勾玉、鏡、また草那藝の剣、また常世のオモヒカネ神、タヂカラヲ神、
アメノイハトワケ神を副えて、言うには、「この鏡はひたすらに私の御魂として、私を拝
むように敬い祀りなさい。次にオモヒカネ神は、私の祭祀を取り扱って政（まつりごと）
をしなさい」と言った。
　この二柱の神は、拆く釧（さくくしろ）（口の割れた腕輪）五十鈴（いすず）の宮（伊
勢神宮内宮）に祀ってある。
　次に登由宇気（トユウケ）神、これは外宮の度相（わたらひ）に鎮座する神である。
　次に天の石戸別（アメノイハトワケ）神、またの名は櫛石窓（クシイハマト）神と言い、
またの名は豊石窓（トヨイハマト）神と言う。この神は御門の神である。
　次にタヂカラヲ神は佐那那県（さなながた）に鎮座している。
　そして、そのアメノコヤネ命は、中臣連等の祖神である。
　フトダマ命は、忌部首等の祖神である。
　アメノウズメ命は、猿女君等の祖神である。
　イシコリドメ命は、作鏡連等の祖神である。
　タマノオヤ命は、玉祖連等の祖神である。
　さてそこで、アマツヒコホノニニギ命、天の石位（あめのいはくら）を離れ、天の幾重
にもたなびく雲を押し分けて、神威をもってかき分けかき分けて、天の浮橋から渡って浮
島に立ち、竺紫（つくし）の日向（ひむか）の高千穂の久士布流多気（くじふるたけ）に
天降った。
　そこで天の忍日（アメノオシヒ）命、天つ久米（アマツクメ）命の二人が、天の石靫
（あめのいはゆき）を背負い、頭椎の大刀（くぶつちのたち）を腰につけ、天の波士弓を
取り持ち、天の真鹿児矢を挟み持ち、先導役として仕えた。
　さて、そのアメノオシヒ命、これは大伴連等の祖神である。アマツクメ命、これは久米
直等の祖神である。
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　そこで言うには、「この地は韓国（からくに）に向かい、笠沙の御前（かささのみさ
き）に真来通りて、朝日のまっすぐに射す国、夕日のよく照る国である。なので、ここは
とても良い土地である」と言って、底つ石根に、宮柱ふとしり、高天原に氷椽たかしりて
住むことにした。
さてそこで、アメノウズメ命に「この先導に立って仕えたサルタビコ大神は、一人でその
正体を明らかにして報告したお前が送りなさい。またその神の名は、お前が負って仕えな
さい」と言った。
そういうわけで、猿女君等は、そのサルタビコノヲ神の名を負って、女を猿女君と呼ぶこ
とになりました。
　さてそのサルタビコ神が、阿耶訶（あざか）にいる時に漁をして、比良夫貝にその手を
挟まれて、海水に沈んで溺れてしまいました。そこでその底に沈んでいる時の名は、底ど
く御魂（ソコドクミタマ）と言い、その海水が泡粒となって立ち上る時の名は、つぶだつ
御魂と言い、その泡が裂ける時の名は、沫咲く御魂と言う。
　そこでサルタビコ神を送って帰ってきて、すぐにあらゆる鰭の広物、鰭の狭物を追い集
めて、尋ねて、「お前は天つ神の御子にお仕えするか」と言った時、多くの魚が皆、「お
仕えします」と答える中に、海鼠（こ）だけが答えなかった。そこでアメノウズメが海鼠
に言うには、「この口は答えない口か」と言って、紐のついた小刀でその口を裂いてし
まった。そのため、今でも海鼠の口は裂けているのである。
　こういうわけで、御代ごとに島の速贄（はやにへ）を献上する時、猿女君等に分け与え
るのである
木の花佐久夜比売
　アマツヒコヒコホノニニギ命は、笠沙の御前で美しい少女に会った。
そこで、「誰の娘か」と尋ねると、答えて言うには、「オホヤマツミ神の娘、名は神阿多
都比売（カムアタツヒメ）、またの名を木の花佐久夜比売（コノハナノサクヤビメ）と言
います」と言った。
また、「あなたに兄弟はいますか」と尋ねると、「私の姉に、石長比売（イハナガヒメ）
がいます」と答えた。
　そこで、「私はあなたと結婚したいと思うがどうか」と尋ねると、「私は答えられませ
ん。私の父のオホヤマツミ神が答えるでしょう」と答えた。
　そこで、その父オホヤマツミ神に尋ねるために遣いを出すと、大変喜んで、その姉のイ
ハナガヒメを副えて、百取の机代の物（ももとりのつくゑしろのもの）を持たせて、差し
出した。
ところが、その姉はとても醜かったので、見て恐れて送り返し、ただその妹のコノハナノ
サクヤビメだけを留めて、一夜婚をした。
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　そこでオホヤマツミ神が、イハナガヒメを返したことによって深く恥じ入り、申し送っ
て言うには、
「私の娘二人を並べて差し上げたのは、イハナガヒメを使うならば、天つ神の御子の命は、
雪が降り風が吹いても、常に岩のように永遠に変わらず揺るぎなくいられるでしょう。ま
たコノハナノサクヤビメを使うならば、木の花が咲き乱れるように栄えるでしょうと、宇
気比をして奉ったのです。このようにイハナガヒメを返し、一人コノハナノサクヤビメだ
けを留めてしまったので、天つ神の御子の寿命は、木の花のようにはかなくなるでしょ
う」と言いました。
このようなわけで、今に至るまで天皇方の御寿命は長くないのです。
　さて、後にコノハナノサクヤビメがやって来て言うには、「私は身篭り、今産む時期に
なりました。この天つ神の御子は、私事として産むべきではありません。そこで申し上げ
ます」と言った。
そこで言うには、「サクヤビメは一夜で身篭ったのか。これは私の子ではあるまい。きっ
と国つ神の子である」と言った。
　そこで答えて言うには、「私の身篭った子が、もし国つ神の子であるならば、産む時に
無事ではないでしょう。もし天つ神の御子であるならば、無事でしょう」と言って、すぐ
に戸の無い広い御殿を作って、その御殿の中に入り、土で塗り塞いで、産む時になって、
火をその御殿につけて産んだ。
　そこで、その火が盛んに燃える時に生んだ子の名は、火照（ホデリ）命、これは隼人阿
多君の祖神である。
　次に生んだ子の名は、火須勢理（ホスセリ）命である。
　次に生んだ子の名は、火遠理（ホヲリ）命。またの名は天津日高日子穂穂出見（アマツ
ヒコヒコホホデミ）命である。三柱。
日子穂穂出見命

さて、ホデリ命は海佐知比古（ウミサチビコ）として、鰭の広物、鰭の狭物を取り、ホヲ
リ命は山佐知比古（ヤマサチビコ）として、毛の麁物、毛の柔物を取っていた。
そこでホヲリ命がその兄のホデリ命に、「それぞれのさちを取り換えて使ってみよう」と
言って、三度求めたけれど許さなかった。しかし遂にわずかな間だけ取り換えることがで
きた。
　そこでホヲリ命は、海さちを使って魚を釣ろうとしたが、ただ一匹の魚も得られず、ま
たその鉤（ち）を海に失ってしまった。
そこでその兄のホデリ命が、その鉤を求めて言うには、「山さちも己がさちさち、海さち
も己がさちさち。今はそれぞれさちを返そう」と言った時に、その弟のホヲリ命が、答え
て言うには、「あなたの鉤は、魚を釣ろうとしたが一匹の魚も得られず、遂に海に無くし
てしまいました」と言った。
しかしその兄は無理に求めて責め立てた。
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　そこで、その弟は、腰につけていた十拳剣を砕き、五百の鉤を作って償おうとしたが受
け取らなかった。また一千の鉤を作って償おうとしたが受け取らず、「やはり元の鉤を返
せ」と言った。
　そこでその弟が泣き悲しんで海辺にいる時に、塩壌（シホツチ）神が来て尋ねて言うに
は、「ソラツヒコ（日子穂穂出見命のこと）が泣き悲しんでいるのはどうしてですか」と
言うと、答えて言うには、「私と兄とで鉤を取り換えて、その鉤を無くしてしまいました。
そしてその鉤を求められたので、多くの鉤で償おうとしても受け取らず、『やはりその元
の鉤を返せ』と言うので、泣き悲しんでいるのです」と言った。
　そこでシホツチ神は、「私が、あなた様のために善い計画を立てましょう」と言って、
すぐに密に編んだ竹籠の小船を造り、その船に乗せて教えて言うには、「私が、その船を
押し流したら、しばらくそのまま進んでください。良い潮路があるでしょう。そこでその
流れに乗って進んでいくと、魚の鱗のように造られた宮殿があり、それがワタツミ神の宮
殿です。その神の門に着いたら、傍の井戸の上に神聖な桂があります。そこで、その木の
上にいれば、その海神（わたつみのかみ）の娘が見て取り計らってくれるでしょう」と
言った。
　そこで、教えられた通りに少し進むと、全てその言葉の通りであったので、すぐにその
香木に登って待った。
そして海神の娘の豊玉比売（トヨタマビメ）の侍女が、玉器（たまもひ）（水を入れる美
しい器）を持って水を汲もうとする時、井戸に光が射していた。仰ぎ見ると立派な男子が
いたので、とても不思議に思った。そこでホヲリ命はその侍女を見て、水を欲しいと求め
た。侍女はすぐに水を汲み、玉器に入れて差し上げた。ところが水を飲まずに、首にかけ
た玉の緒を解いて、口に含んでその玉器に吐き入れた。するとその玉が器にくっついて、
侍女は玉を離すことができなかった。そこで、玉をつけたままにしてトヨタマビメ命に差
し上げた。
　そこでその玉を見て、侍女に尋ねて言うには、「もしかして人が、門の外にいるのです
か」と言うと、答えて言うには、「私たちの井戸の上の香木の上に人がおります。とても
立派な男子です。私たちの王にもましてとても貴い方です。そして、その方が水を求めた
ので、水を差し上げたら、水を飲まずに、この玉を吐き入れました。これを離すことがで
きませんので、入れたまま持って来て差し上げたのです」と言った。
　そこでトヨタマビメ命が不思議に思い、出て見ると、すぐに一目惚れしてその父に言う
には、「私たちの門に立派な方がいます」と言った。
そこで海神自らが出て見て、「この方はアマツヒコの御子、ソラツヒコである」と言って、
すぐに中に連れて入って、アシカの皮の畳を八重に敷き、またその上に絹の畳を八重に敷
いて、その上に座らせて、百取の机代の物（ももとりのつくゑしろのもの）を供え御馳走
して、すぐにその娘トヨタマビメと結婚させた。
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　こうして、三年に至るまでその国に住んだ。
　そこでホヲリ命は、その初めの事を思い出して、深い溜め息をついた。
そこでトヨタマビメ命がその溜め息を聞いて、その父に言うには、「三年も住んでいます
が、普段は溜め息をつくことも無いのに、今夜深い溜め息をつかれました。もしや何か理
由があるのでしょうか」と言った。
　そこでその父の大神が、その婿に尋ねて言うには、「今朝私の娘の語ることを聞けば、
『三年もいるけれど、普段は溜め息をつくことも無いのに、今夜深い溜め息をつかれまし
た』と言っていた。もしや理由があるのでしょうか。またここにやって来たのはなぜで
しょうか」と言った。
　そこでその大神に、詳しくその兄が失った鉤を責め立てた様子を語った。
　これを聞いた海神は、あらゆる海の大小の魚を呼び集めて、尋ねて言うには、「もしや
その鉤を取った魚はいるか」。
そこで、多くの魚どもが、「近頃赤鯛が、喉に骨が刺さって物が食べられないと困って
言っています。なので、きっとこれが取ったのでしょう」と言いました。
　そこで赤鯛の喉を探すと鉤があったのですぐに取り出して清め洗い、ホヲリ命に差し出
す時に、そのワタツミ大神が教えて、
「この鉤をその兄に返す時、言う言葉は、『この鉤は、おぼ鉤、すす鉤、貧鉤、うる鉤』
と言って、手を後ろに回して渡しなさい。そうして、その兄が高い土地に田を作ったら、
あなた様は低い土地に田を作りなさい。その兄が低い土地に田を作ったら、あなた様は高
い土地に田を作りなさい。そうしたならば、私が水を掌っているので、三年間は必ずその
兄は貧しく苦しむでしょう。もしそうした事を恨んで攻めて来たら、塩盈珠（しほみつた
ま）を出して溺れさせ、もし苦しんで許しを請うならば、塩乾珠（しほふるたま）を出し
て命を助け、このようにして悩まし苦しめなさい」と言って、塩盈珠と塩乾珠の合わせて
二つを授け、すぐにあらゆる和邇魚（わに）どもを呼び集めて尋ねて、「今、アマツヒコ
の御子、ソラツヒコが、上の国に出かけようとしている。誰が幾日で送り差し上げて復命
するか」と言いました。
　そこで、それぞれ自分の身の丈のままに、日数を定めて答える中で、一尋（ひとひろ）
の和邇が言うには、「私は一日で送ってすぐに帰って来ます」と言った。
そこで、その一尋の和邇に、「それならばお前が送って差し上げなさい。ただし海の中を
渡る時に、恐ろしい思いをさせてはならないぞ」と言って、すぐにその和邇の首に乗せて
送り出しました。
　そして、約束通りに一日のうちに送って差し上げた。
その和邇を返そうとする時、腰につけていた紐のついた小刀を解いて、その首に付けて返
した。そこで、その一尋の和邇は、佐比持（サヒモチ）神と言う。
　こういうわけで、全て海神に教えられた言葉の通りにして、その鉤を渡した。
そのため、それより以後は次第に貧しくなって、更に荒々しい心を起こして攻めて来た。
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そして、攻めようとする時には、塩盈珠を出して溺れさせ、それを苦しんで許しを請えば、
塩乾珠を出して救い、こうして悩まし苦しめた時に、頭を下げて言うには、「私はこれか
ら後は、あなた様の昼夜の守り人となって仕えましょう」と言った。
　それで、今に至るまで、その溺れたときの様々な仕種を、絶えず演じて仕えているので
ある（隼人の舞）。
豊玉比売
　さて、海神の娘のトヨタマビメ命が、自らやって来て言うには、「私はすでに身篭って
おり、今産む時期になりました。これを思うに、天つ神の御子は海原に生むべきではあり
ません。そこで、やって来ました」と言った。
そこですぐにその海辺の渚に、鵜の羽を葺草として産屋を造った。ところがその産屋をま
だ葺き終わらないうちに、陣痛が迫って耐えられなくなった。そこで、産屋に入った。
　そこでまさに産もうとする時に、その夫に言うには、「全て異国の人は産む時になると、
本の国の姿になって産みます。そこで、私も今、本の姿になって産みます。お願いですか
ら私を見ないで下さい」と言った。
　そこでその言葉を不思議に思って、そのまさに産もうとする様子を密かに覗くと、八尋
の和邇に化して這い身をくねらせていた。そこで一目見て驚き恐れ、逃げ出してしまった。
　そこでトヨタマビメ命が、その覗き見た事を知って、心に恥ずかしいと思って、その御
子を生み置いて言うには、「私は常に海の道を通って、往き来しようと思っていました。
しかし私の姿を覗き見てしまったのは、これはとても恥ずかしいことです」と言って、す
ぐに海坂（うなさか）を塞いで帰ってしまった。
こういうわけで、その産んだ御子を名付けて、天津日高日子波限建鵜葺草葺不合（アマツ
ヒコヒコナギサタケウカヤフキアヘズ）命と言う。
　しかしながらその後、その覗き見た心を恨んだけれども、恋しい心に耐えられなくなっ
て、その御子を養育するという理由で、その妹の玉依比売（タマヨリビメ）を遣わして歌
を差し上げた。その詠んだ歌は、
　赤玉は　緒さへ光れど　白玉の　君が装ひ　貴くありけり
赤い玉は、それを貫いた緒までも光るほどに美しいものですが、それにもまして、白玉の
ようなあなた様のお姿が、気高く立派に思われることです。
そこでその夫が答えて詠んだ歌は、
　沖つ鳥　鴨著（ど）く島に　我が率寝し　妹は忘れじ　世のことごとに
鴨の寄り着く島で、私が共寝をした愛しい妻のことは、いつまでも忘れないであろう、私
の生きている限り。

50



そして、ヒコホホデミ命は、高千穂宮で五百八十年過ごした。御陵は、その高千穂の山の
西にあります。
　このアマツヒコヒコナギサタケウカヤフキアヘズ命は、その叔母のタマヨリビメ命を妻
として、生んだ御子の名は、五瀬（イツセ）命、次に稲冰（イナヒ）命、次に御毛沼（ミ
ケヌ）命、次に若御毛沼（ワカミケヌ）命、またの名を豊御毛沼（トヨミケヌ）命、また
の名を神倭伊波礼比古（カムヤマトイハレビコ）命（神武天皇）である。四柱
　そして、ミケヌ命は、波の上を越えて常世国に渡り、イナヒ命は、亡き母のいる国とし
て海原に入った。
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